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はじめに

昭和 27年に東山区社会福祉協議会が任意団体として発足し，平成 14年をもちまし

て。創設 50周年をむかえることとなりました。この間，区社協の法人化をはじめとし

て，社協の組織 ・事業が大きく発展してきたことは，多くの区民の方のご理解並びに関

係者のご協力によるものと存じます 。

しかしながら，東山区ではご承知のとおり，核家族化や少子 ・高齢化の急速な進行，

人口の流出，士山場産業の低迷などにより住民の生活基盤は，年々弱体化してきており，

心から地域で安心して暮らせるとし、う実感が持てない状況にあります。

一方，社会福祉をめぐる状況は大き く変化してきております。社会福祉基礎構造改革

のもと ，個人の「自立の促進J，r尊厳の保持」は従来も増して重視され，地域や社会全

体でこれらを支えていくことがし、っそう重要となってきています。

こういった状況にあって 21世紀における社会福祉協議会像というものをどう描いて

いくのか，地域福祉活動に取組むことの311J途点をどこに置くのかなどを明確にし，w誰

もが安心して暮らせる福祉のまちづくり』を着実にすすめていくことが，このたびの計

画策定の大きな目標となりました。

今回は第 1次官十函ということもあり .内容は 「必ずやり遂げるもの ・必ずできるものj

を重点に置き，策定に取組みました。5年後，この計画をすすめたことによって少しで

も東山区で住むことに安心感 ・充実感がでてきたという住民の方のお声が聞けるなら，

これに過ぎる喜びはございません。そのためにも役職員が一体となり ，関係者の協力を

得ながら，この計画の具体化 ・目標達成に苦手めてまいりたいと存じますロ

おわりにあたりまして，本計画の策定のためにご尽力を賜わりました策定委員の方々

をはじめ，東山区行政並びに関係各位，住民の皆様に心より御礼申し上げます。

平成 15年 3月

社会福祉法人

京都市東山区社会福祉協議会

b 

コ'" 長 1翠田 東 一 郎

東山区社会福祉協議会
ハイライト表示



I .計画の基本的な考え方

1 .計画策定の背景

平成 12年に施行された社会福祉法において，社会福祉の基本的な方向性として「地

域福祉の推進」が大きく諮われています。これまでも地域福祉という考え方は，住

民に身近な生活圏において児童福祉，障害福祉，高齢福祉など社会徳ヰ止における各

領域を統合し，総合的に展開されるものとして重視されてきましたが，住民が主体

となるまちづくりや地域の活性化についても，その期待や役割は大きく高まってき

ています。

その目的とするところは I地域の課題を住民みずからが発見し，住民相互の信頼関

係を基本に，互いの支えあいや，地域内におけるさまざまな社会資源などとの役割

分担や協働により ，地域において課題を解決していく力を高め，“安心して暮らせ

るまち.f主み続けられるまち"を住民自身が創りあげていくこと」にあります。

平成 15年度以降には，京都市による地域における福祉サービスの総合的な展開を

図ることを目的とした 「地域福祉計画」の策定が予定されています。東山区でも平

成 13年 1月に，区の将来像とその実現のための取組みを総合的 ・体系的に示した

東山区基本計画「東山 ・まち ・みらい計画 2010Jが策定されました。その理念で

ある 「伝統 ・創造 ・文化~やすらぎとふれあいのまち ・東山jの実現のために. r安

心J.r魅力J. r交流」を3つのキーワードとして，区民と行政とのパートナーシッ

プによるまちづくりをすすめる取組みが始まっており，行政における住民主体の考

えも一層広まっています。

東山区にはこれまでに伝統的な住民団体や自治組織による福祉活動の実践がある

一方で，住民の自主的なボランティア活動も活発になりつつあり，さらに近年では

育児中の母親同士による子育てザークノレが芽生えたり，福祉分野以外でも環境や防

災，文化などにかかわる地域での住民活動が自発的に取組まれ始めたりしています。
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これらに共通するところは，多様な人々から構成される地域社会において.誰もが

健康で楽しく，生きがいを持ち，安心して暮らせる日常生活の実現のために，住民

の主体形成と参加のもとに活動している取組みであることです。

東山区は若年層の転出と，単身及び夫婦だけの高齢者世帯の場加がすすむとともに，

年少人口の極端な減少によりもたらされた超少子 ・超高齢の地域です。また，交通

問題や住宅事情，伝統産業や小売業の低迷など東山区がかかえる特有の課題が地域

の住民生活に大きくかかわっています。さらにはこういった問題に加え，無関心や

他者にかかわることの意識低下による人間関係の希薄さが拍車をかけ，地域での日

常生活基盤を脆弱なものにしています二

地域福祉の課題は， このような地域社会に存在するさまざまな問題によ り発生しま

す。障害者の外出の困難さによる社会参加の問題，不況や偏見がもたらす就労状況

の慈化， 高齢者の身体状況の低下や生活環境の不便さにより起こる地域での孤立，

住環境の改善の困難さ a 食生活維持の問題，少子化 ・核家族化，近隣世帯との隔絶

による子育て家庭の孤立や， 地峡の育児機能の低下などが，大きな社会問題と して

地域のなかで起こっていますa

地域に住むあらゆる人々が，その人らしく些かに安心して暮らすことができる「誰

もが安心して暮らせる福祉のまちづくり Jをすすめるためには，こうした住民が暮

らしていくなかで存在するさまぎまな問題を地域全体のものとして考え，その解決

に向けて，住民が主体となり地域街中止活動に取組むことが重要です。

2.計函策定の意義

住民はみずからの地域生活の向上 ・燭祉の精進にかかわっての公的制度や施策，ザ

ーピスの単なる対象者 ・致問援護者ではなく主権者Jとして地域のこと，暮らし

や健康，福祉など生活を取巻くあらゆることについて，みずからが決定(選択)し，

自分たちが求める方向に向けてアピーノレし，行動していく権利をもっています。地
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域福祉にかかわる行政や関係機関・団体，施設はこの 「住民主体Jの理念を理解 ・

噂重し，住民みずからが自己決定し，行動しうるように必要に応じて的確 ・適切な

パックアップをしていくという重要な役割をもっています。つまり，住民の意思lと

行動及びそれに対する公私の社会的支援の有り様こそが，最終的に地域社会での住

民の生活や福祉を決定することになります。

このような状況のなか，21世紀をむかえた東山区の「福祉のまちづくり 」の将来

像を明確に示し， その実現を図るために地域福祉活動を計画的にすすめることが必

要となっています。住民主体による地域福祉活動の果たす八き役割や到達目標とそ

の具体化方策の明確化を図り，それに必要な行政や関係機関 ・団体，施設との連携

を深めていくことが「地峻福祉の推進を図ることを目的とする団体jである社会福

祉協議会に強く求められています。

地域福祉活動をすすめ，地域に生活することの安心感と充実感を住民共通のものと

して地域空間に育むことが，住民の自立を促進し，住民自治を発展させることにな

ります。そのために，地域住民の福祉活動やボランティア活動の支援，住民の権利

の擁護(保障)，関係機関との連携など，社会福祉協議会が“地域福祉推進の旗手"

として，計画的で組織的な取組みを行うことを目的とする計画を策定することとし

ました。

3.計画の性格

この計画は，民間の立場でrfi佐もが安心して暮らせる福祉のまちづくり 」に向けて，

計画的な地域福祉の推進のために，住民による主体的な活動を支援するための計画

です。

また，関係機関や施設，行政，住民団体をはじめボランティアや当事者など， 地域

福祉の推進にかかわる公私の関係者とともに，住民の生活や福祉，健康の増進を図

ることを願い策定した計画です。
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あわせて， 地域福祉の推進を図る社会福祉協議会の果たすべき役割を明らかにし，

役職員が一体となって地域福祉活動をすすめていくために不可欠な認識・行動を示

した計画です。

したがって，この計画は地域住民のさまざまな生活 ・福祉問題を対象とする地域福

祉課題を中心に，課題解決を通じて形成される住民主体の福祉のまちづくりを展望

した内容です。

4.計画の位置付け

この計画は，東山区における学区社会福祉協議会やボランティア，当事者など幅広

い住民の自主的 ・主体的な地域福祉活動を中心にしており，それらの発展を促進し

ていくことを目的とした東山区社会福祉協議会による民間の立場での計画です。

この計画の策定と同時期に，京都市社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」も策定

されます。政令指定都市である京都市内において，同一自治体内で複数の計画が存

在することになりますが，内容に大きな格差が生じないよう，相互調整を図りつつ

も，地域の特性 ・状況に応じて東山区社会福祉協議会の責任において策定したもの

です。このため，京都市ヰ土会福祉協議会の「地域福祉活動計画」とは補完 ・連携 ・

役割分担の関係となっています。

計画の内容は，計画において設定した期間内における社会福祉協議会の事業計画に

優先します。したがって，計画の進行にもとづき年度ごとの事業 ・予算を立案する

ことになります。

5.計函の織成

この計画は，次の 7つの主主立てで術成されています。
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11.東山区について

各種統計資料を分析し，東山区の地域特性，福祉指標を把握し，主に数値から

みる地域福祉の問題を掘り起こします。

日1.東山区祉会福紘協議会の現状と課題

これまでの社会福祉協議会の取組みを分析し，地域特性や社会福祉の動向を踏

まえながら，今後の課題を提示します。

IV.東山区祉会福祉tJ議会のlU.的方向

社会福祉協議会のもつ基本的性格と果たすべき基本的機能を押さえ，地域福祉

推進のための役割を示しています。

V.基本理念・基本自領

基本理念は，計画期間内において実現を目指す地域福祉活動の到達点のイメー

ジであり，基本目標は基本理念に対して，それぞれの事業が目指す目標を示し

たものです 。

VI. s4$:計画・実施計画

基本計画は，基本理念 ・基本目標を実現してし、くための地域福祉活動の方向性

を示したものです。実施計画は，基本計画を具体化するために取組む活動の実

施内容を年次ごとに明らかにしたものです。

VII. t自主事福租t活動計図の進行管盟

計画で示した活動を着実にすすめ，進捗状況を評価 ・分析してし、く方針を示し

ています。

VIII.関係資料

平成 13年度から計画策定までの過程及び付属資料等を収載しています。
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6.計画の期間

この計画の実施期間は，平成 15年度から平成 19年度までの 5カ年とします。そ

の後， 3ヵ年経過時点の平成 18年度から 2ヵ年かけて，第 2l'?z計画 (平成 20年度

以降)の策定にとりかかります。ただし，社会情勢など地域福祉を取巻く環境の大

きな変化によっては，これらの期間にかかわらず言十画の見直しゃ前倒しなど，柔軟

に対処し，地域福祉の維持 ・発展に努めます。
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11.東山区について

1.位置と地努

東山区は.京都市中心部の東寄りに位置し，

東西約 2km.南北約 4.5kmの南北に細長い形を

しています。その区域は，東西は東山連峰から

西麓から鴨川東岸にかけて，南北は概ね稲荷山

北能付近から三条通の北側までとなっています。

総面積は，約 7.46knfで市全体の約 1.2%を占め

ており，下京区，上京区，中京区に続き 4番目

に小さい区です。都心部に位置するものの，山

林や川などの自然が豊富であり.区域全体の半

分近くが緑に綴われています。

京都市

東山区は，明治22年に京都市下京区の一部として発足し，昭和 4年には分区独立

して誕生しました。昭和 6年には宇治郡山科1"1を合併しましたが，その後の山科地区

の人口増加を背景に，昭和 51年に分区して現在に至っており ，平成 11年には区市IJ

70周年を迎えました。

地域的には，区の東部は東山連峰の山林地域や山麓の住宅地域， 東大路通から西fJl!J

は北部が商業地域， 南部が住宅・準工業地域といった土地利用がされています。文化 ・

観光的には，国宝や重要文化財など歴史的 ・芸術的に価値の高い建物，美術工芸品等

を所蔵する名勝，史跡，干上寺が数多くあり，これら歴史的遺産を求めて， 四季を問わ

ず，多くの観光客が国内外より訪れています。

また，京情緒ーあふれる美しい街並みが続き，伝統的 ・歴史的景観が形成されている

場所では，それらを後世へと伝えるべく ，さまざまな景観規制がなされています。一

方，全国的にも有名な京焼 ・清水焼，また扇骨ーをはじめとする京扇子などは，地域に

根ざした伝統産業と していまに受け継がれています。他にも，京都の伝統的な花街で

ある祇園や1吉川町などでは，その多彩な行事のなかで地唄 ・京舞などの伝統産業が守

り育てられており ，広く区民に親しまれています。
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2.人口様造

( 1)人口推移

東山区の総人口は，この間減少

し続けています。平成 12年では，

20年前(昭和 55年)の 72%まで減

少しています。学区ごとの推移をみ

ても，すべての学区において人口が

減少しています。

京都市の推計によると. 2050年

には，東山区の人口は. l.2万人に

東山区の人口推移

頁山E人口議IS

YE 5 戸=j'=-
0.0泊 トートート..J R-.= 

40且羽 一一 トー ト一 一一 トー

県一一 トー

一一 トー トー ーー トー

ー『 ドー ト『 圃 圃 y 
年|略的年|平殴E:I平取7年 |平成12年|

|ロ能人口I62.0iJ I 56J32 I 51.111 I <8241 I "8¥3 

なると予想されています。 (Ji(相\dj総合合 Illij}~政m企111~宝 f21 世紀 ・ 京都のグランドビジョン」

く中IIIJ鰍告>)

学区別の人口推移

〆

写"'!II入口抱移
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3.000 『九〈ミご
2.000 

1.000 
~;fD55年 唱奪回O'事 平$i2年 平日7年 平時12年

ー三r 有泊 3.527 3.037 2.686 2，446 2.244 

-a-車田 5.438 4，886 4，262 3.970 3.896 

-←弥z 3，1!49 2.850 2.138 1，832 1.694 

ー宇ー，~渇 J，501 3.9自8 3.565 3.456 3.237 

.←，、m 5.150 4.698 4_232 4.081 3.639 

---<e-;'膏友限 ιB18 4.290 3.832 3咽632 3.434 

一-+-d馳 ':，051 3，691 3.360 3，107 3.065 

ー・ー惜~ 7，074 6‘'50 5日" 5.543 5.176 

ーモトー 橘 7，806 7.112 6.fi61 6.370 5.861 

ーφ一月時 9，078 自426 7.968 7.532 6.7日8

--今総事予 7.185 6.914 6.593 6.212 5.809 

※資料各年 rrl~g~ll~M在」
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人口の減少の割合がもっとも低いのは，粟田学区 (8.6%減)であり，逆に弥栄

学区 (21.2%減).有済学区 (16.5%減).月輪学区 04.8%減)の順で減少の割合

が高くなっています。東山区全体が ドーナツ化現象を呈しているといえ，従来から

大きな社会問題とされています。

人口の減少は，生産力・消費力の低下につながること にもなり，地域の経済活力

の低下が懸念されます。また，まちづくりにかかわる自治 ・福祉活動の担い手の確

保にとっても大きな問題です。

( 2)人口構成

この 20年の聞に，年少人口の

減少が極めて著しいのと同時に，

老年人口は着実に増加してきて

います。

UH
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歳。U人少イ
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生産年齢人n: 15 歳~64 政

芭年人口 65歳以上

年齢別にみた東山区の人口惜成

情尻駅人口tGIJ

また，平均年齢は京都市の水準 41.3歳に対して，東山区は 45.8歳という統計結

果もあ ります。

比率でみた場合，高齢化のスピ 東山区の老年人口比率 ・年少人口比率の推移

ー ドが非常に早く ，平成 12年l侍 [ 老年入口骨粗比軌脚

点では約 4人に 1人が高齢者と な

っています。

京都市の水準と比較した場合

でも，東山区の少子高齢の害11合が

際立っています。学区ごとに年齢

構成をみた場合，弥栄学区は人口

は少ないものの，老年人口比率
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(高齢化率)が 30%を超えています。また，東山区ではもっとも少子高齢の進行

が遅い今熊野学区て‘も京都市平均を上回っています。
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学区別年少 ・生産年齢・老年人口比率 (平成 12年)

総数 相少人口 生産申防人口

人口 比率 人U 比率 人ι1 lt'l' 

京都市 1，467，785 100.0% 185，896 12.7% 1，028，926 70.1% 

東山区 44，813 100.0% 3，548 7.9% 29，847 66.6% 

有済 2，224 5.0% 153 6.8% 1.，1198 66.8% 

東 III 3，896 8.7% 2911 7.5% 2.6α} G6.7% 

弥栄 1，68'1 3.8% 127 7.5% 1，0/18 62.2出

新道 3.237 7.2% 252 7.7% 2，001 G'l. li~も

六原 3，639 8.1% 257 7.1% 2，3告1 63.9% 

tl';;}く 3，43'1 7.7% 221 6.4% 2.3α} 67.2% 

貞教 3，055 6.8% li11 5.7% 2，11G 69.3% 

修道 5，17G 11.6% 362 7.0% 3，788 73.'1% 

一橋 5，851 13.1% 499 8.5% 3.886 GGA% 

月輪 6.789 15.1% 55!1 8.2% ，1.288 G3.2% 

今li"'f 5，808 13.0% 650 11.2% 3，889 67.0% 

学区別の年少人口・生産年齢人口・老年人口比率のゲラフ
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※資料 各イ|ニ「図書"制作」・京山師制事務所 rt;;~';祉施策事業概要」

( 3)人 口動態

東 山区の出生率は，京都市水準を大きく 下回っています。 死亡率の高さも同様に

京都市水準を大きく上回っていますが，これは老年人口比率の高さに起因するもの
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と恩われます。社会動態ともあわせ，安定した人口バランスとは言えません。

安心して子どもを産み，なおかつ高齢になっても地域で住みつづけていくための

環境が充分ではないための結果と考えられます。住みやすさ，暮らしやすさを規定

する要素はさまさ、まに存在し，個人によってもその基準は異なるものですが，東山

区では自然動態 ・社会!llIJ態ともに人口の減少 ・流出に歯止めがかかっていないこと

は，真剣に受け止める必要があります。

しかしながら，東山区特有の立地条件からくる住宅事情や交通問題などがあり ，

生活の利便性を根本的に変えていくことは，現時点では極めて困難です。これらは，

長期的展望を要する行政をはじめとした，政策上の大きな課題と言えます。一方で，

早急に東山区の実情にあった子育て支援システムの構築や，高齢者の生活支援の充

実などを強力にすすめていくことが必要です。

保健所別人口動態

Jit朝Iftl ，t 上京 左京 中京 JI!山 IU科 下京 南 布JH 西京 伏見

数実
山生 12，524 887 [i17 1，137 681 220 1 ， 30~ 503 日!日 1，660 1，71.5 2，981 

死亡 11，052 958 789 1，289 859 516 日日5 739 723 1，392 903 1，979 

出生
ヰ'

8.5 7.1 6.2 G.G 7.0 5.0 9.5 7.0 9.'1 8.5 ILO 10.4 

死亡 7.7 7.6 9A 7.5 8.9 11.7 6.6 10.3 7.~ 7.1 5.8 6.9 

※資料平成 13{Iニ東I.Lif!iH地所「保健統計年相lJ

国勢統計区別人口動態 (平成 13年 10月~平成 14年9月)

自然動態 討会動態
i骨IJII数

出生 死亡 i骨加数 転入 転出 その他 明JJII数

東山区 215 527 ム312 3，484 3，985 27 ム474 ム786

イT済 8 26 ム18 212 211 ，，1 。 ム18

援 UI 28 59 ，，31 '100 1132 ，，31 ，，62 

弥栄 6 30 ム2~ 177 19'1 ，，2 ム19 ム，13

新道 20 50 ，，30 ~52 337 9 17 ム13

六原 16 ~5 ，，29 282 280 ，，3 ，，1 ，，30 

前水 11 113 ム32 305 3，11 ム35 ム67

点数 11 23 " 12 228 277 i ム48 ム60

修道 22 ~;j ム21 J5!) 51G 6 ム151 ム172

一橋 36 62 ム26 IIG8 520 10 .642 ，，68 

月輪 28 82 ム54

t 
'171 ム58 " 112 

今熊野 20 6~ ム35 ~06 ム5 ム106 ムHI

※資料);1::ffllfli総合企画同情報統計四京都市Jji計人口」

11 



3 世帯状況

(1)世帯数の推移

東山区においては，世帯数は平

成 7年を除き減少しています。た

だし，昭和 55年と平成 12年の比

較で総人口と対比した場合，総人

口27.8%減に対して，世帯数 8.0%

減となっており，総人口の減少の

割には，世帯数は減少していない

傾向にあります。

東山区の世帯数推移

t雪..m・"

脚 。
.¥ 

む"n 、'-.、、"Jj~邑』由k2h¥，可.1.1・n
~ R.24 1 

ω即刻
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叩

出 掛 21~ 
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2・2湾 • 一.--ーーー一一回 • 沼田

""'ω 
昭 附 田 町 平間 柏市 司F即時

学区別では，粟田，清水，貞教学区で比較的糟加傾向にあるものの，総体として

は微減の傾向にあるといえます。なかでも弥栄学区は，もっとも世帯数が減少して

おり， 20年前(昭和田年)の 57.1%の水準となっています。

学区別の世帯数の推移

"'IE別世帯盈抱時
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※資料ー各'Ior巨，$時訓，Jj'tJ
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( 2)平均世帯人員の推移 東山区の平均世帯人員推移

一世帯あたりの平均人員は，単 平喝さ膏鼠橿"

)(0 

身や夫婦のみの世帯の増加，一人 2.<0 
~ ~U 

2.iD 
h 、¥ 155 

主主らしの学生などが多いことから， 、、ふ、』
¥¥、9A転Lミ-ミ- 4 

非常に少ない規模となっています。 、、?令?~4 『 ~ 1?11 

2.10 

また，平成 15年 1月時点での住民
1，90 

基本台帳をもとにした統計による
1.50 

と平均世帯人員は， 2.08人となって| Qt:!S写 坦紅白年 手:~年 平反jS写 干$12年

います。

学区ごとの推移では， 20年の聞にすべての学区で平均世帯人員の減少が続いて

います。11学区中で 5学区が平均 2人を害11り込んでおり単独世帯の増加が顕著と

なっています。

学区日IJの平均世帯人員推移

字区別平均世帯人貝程修

3.00 ...... 
2，90 

一、も~、、』‘ー
2.80 ー、一、で¥ ----.、
2.70 

章表記こ
2.60 

250 
¥¥、、

2.40 

2.30 
司.

2.20 
¥も『 ?¥¥ ミどごくご、 司、ミ、、

210 
~之奪三下くさ持

2.00 
デミミミさキ

1.90 
~と』長量

1.80 

1.70 

1.60 

1.50 昭和田空手 昭来週60写 平.6'l2年 平成.7';手 平田，12~手

一←有清 2.67 2.54 2.36 2.16 1 96 

-B-要因 2.52 2.32 2.16 2.02 1 92 

--弥* 2.60 2.58 2.44 2.35 2.22 

ー会-11i遣 2.40 2.24 2.13 2.00 1.93 

→←穴原 2.59 2.51 2.41 2.19 2.07 

ー@ー;寄水 2.62 2.50 2.34 2，18 1.99 

→-"椴 2.83 2.55 2.26 2.10 1.89 

ー・ー曙置 2.81 2.69 2.48 2.35 219 

ー令ー 鴇 2.67 2.49 2.29 2，15 2.06 

一@ー月S自 2.95 2.87 2.74 2.54 2.39 

一←今措E子 2.73 2.58 2.48 2.42 2.34 
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学区男IJ平均世帯人員 ・単身世帯率 (平成 12年)

世flF数 平路J世fiFノ、日 1人l止flF数 1)、 l止)，a:~担

京都市 620，327 2.37 229，280 37.0% 

東山区 21，238 2.11 10，266 48.3% 

布済 1，144 1.96 556 48.6目

栗田 2，029 1.92 1，046 51.6% 

弥栄 758 2.22 333 43.9% 

新道 1，6i7 1.93 865 5l.G% 

六原 1，758 2.07 828 47.1% 

fNホ 1.729 1.99 8G6 50.1% 

点数 1，620 1.89 936 57.8% 

修道 2，366 2.HI 1，303 55.1% 

陥 2ι837 2.06 1，367 48.2% 

月輪 2，837 2.39 1，173 111.3% 

今熊野 2，485 2.34 993 10.0% 

※資料各年「国勢調査」

4.就業 ・産業状況

( 1)産業分類別就業者の推移

東山区の就業人口は年々減少傾向にあります。産業分類別の構成比に大きな変動

はありませんが，第2次産業の微減，第3次産業の微増は今後も続くと見られます。

京都市と の比較では 卸売・小売 ・飲食庖Jの比率が大きく上回っています。

産業別就業状況の推移

就業人口
平成 2年

26，179 

34 

2D 
F υ 。

総数

第 I次産業

J;~ 業
林業

漁業

第 2次産業

鉱業

l!!設業

製造業

節 3次産業

電気・ガス熱供給・水道主
連絡通1.業

卸売 田小売 ・飲食広

金融保険業

不動産業

6，702 

1，216 

日84
19，068 

62 

81'1 

9，519 

リーピス栄

公務 (その他)

分額不能の産業

第 liX産業

停!第2次産業

EIZEK4英一了
分類不能の産業

375 

9 

JI!山区

平成 7年

24，550 
31 

25 
υ F 

5，437 。
1，17'1 

4.2G3 

18，786 
54 

9，329 
5DO 

385 

7，268 
299 

296 

0.1% 
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京都市

平成 12年

694，650 100% 

5.799 0.8弘

5，365 0.8% 

410 0.1% 

24 0.0% 

180，776 26.0% 

…一一一一日出1133
1，027 

3，569 

16，66B 

726 

8，275 

438 

6，468 

332 

452 

0.1% 

21.1% 

76.6% 

0.0% I 102 I 0.0% 

1.7% I 51日871 7.4% 

16.'1% I 129.587 I 18.7% 

76.6% I 489，532 ( 70.5% 

日1I 0.3% I 2，8115 I 0.4% 

3.3% I ---....il!l，76 I Lム7%

38.0% [日6，734) 28.3% 

2 

2.0% 17.669 I 2.5% 

12.215 I 1.8% 

205.061 I 29.5% 

15.2117 I 2.2% 

18.543 I 2.7% 

0.8% 

368 1.7% 

29.7% 

1.5% 

2.1% 

26.0% 

70.5% 一一2.1% 2.7% 

※資料各年 rJm勢制J'f.J



( 2)労働力状況の推移

労働力の状況は，15歳以上の就業状況を示したものです。人口の減少に伴って

労働力人口 も減少しています。また，要因は明らかではあり ませんが，休業者が増

加傾向にあること，完全失業者が 10年間で 10%程度増加していることが特徴点と

いえます。

労働力状況の推移

労働力人口
"労働力人口

此染者
総数 完全失

総数
主に 車JI~の

通学の
業者 うち っち

総数 かたわ 体業者 器量 その他
日部 他仕事

らJj:1I~
軍事 通学

平成2年 '15.585 27，211 26.179 20.858 '¥.001 DH 3i6 1，032 17.895 i.179 5.G61 5，055 

平成 7年 '13，83l 25，935 24，550 19，1il 3，956 1.103 320 1，385 17，512 6，911 5，412 5，189 

ト一一一一

平成"年 '11，251 22.880 2L7iJ8 17.222 3.120 D8G 420 1.132 17，086 6，508 '1，720 5.858 

※資料 各年 「国勢訓1在」

( 3)就業比率

性別 ・年齢別に就労比率をみると ，15~19 歳では男女とも 15%前後が就業して

います。その他の85%は，高校 ・短大・ 大学 ・専門学校等に通学している ものと

考えられます。 20~64 歳 ・ 男性の場合， 完全失業率は 4.96%であり ，その他の性

別 ・年齢区分よりも非常に高い水準と なっています。

就業比率

区 す〉 総i 数 就業者/比率 完全失業者 労働力人口

男性 17，145 11，170/64.8% 671 11， i78 

15.........¥日歳 ¥，111 160/1/1.'1% 18 178 

2日.........64議 11，8iO 9，2GO/78.0% 589 9.849 

65歳以上 '1.164 1.，687/110.5% 6'1 1，751 

女性 2'1，1日6 JO，6H/4U % 46l 1I，102 

15-19歳 2.160 334/15.5% 14 348 

20.......GII1r苦 1，1，602 8，i:33/5DA% 419 9，152 

G5歳以上 7，25'1 1，5711/:21.7% 28 1，602 

総計 41，251 21，7t18/52.7% 1，132 22，880 

15-19歳 3，271 491¥/15.1% 32 526 

回二64瓦一 26，562 17，D93/G7.7% 1，008 19，001 

65歳以上 11，'118 322日1/28.6% 92 3，353 

※資料 平成 12'1三「国勢訓査J
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( 4)通勤先の状況

東山区の通勤先の状況をみると ，半数以上が区内で就業しており，またそのうち

の約半数が自宅での就業となっています。流出先としては，大阪府の他に滋賀県も

多くなっています。東山区基本計画にある fJR東大路駅構想Jは，観光面以外で

のニーズも比較的高いものと予想されます。

一方，他市区町村からの流入は，東山区からの流出を上回っており，東山区が「住

むまち」であると同時に働く ・倒Jきに来るまち」であることを表しています。

通勤先の状況

。東山区からの流出就業者 。東山区への流入就業者

区 分 人数 区 うま 人数

当地に常住する就業者 21. 7，18 当地での就業者 31，498 
東山区内で従業 11.761 

|自宅 5.GG2 M!山区tE住 1J，761 1 

自宅外 6，199 
京都市内他区での就業者 7，561 京都市内他区に常住する就業者 13，487 

北区 262 北区 810 
上ぶ区 366 上京Ig 665 
左旦区 770 左京区 2，026 
中京区 1，504 中京区 973 
下品区 1，764 下京区 995 
山科区 4i3 山科区 2，361 
南区 I.IH'1 l有[[ 67i 
右京区 1134 右京区 1.158 
西京区 128 西京区 782 
伏見区 内16 伏見区 止040

京都市外での就業者 2，'126 京都市外に常住する就業者 6，250 
京都府内 6:18 Jj(朝川町内 2，972 

宇治市 198 "r-rFi市 1，270 
(~岡市 112 (~岡市 249 
域防市 39 城陽市 373 
向日市 116 向日市 23'1 
長岡京市 101 長岡京市 249 
八幡市 43 )¥怖市 180 
京凶辺m 35 訳出辺市 132 
大山崎町 12 大山崎町 37 
久御山町 i7 久御山町

宇治田原町 12 )[手町 16 
闘剖l町 3 宇治田原町 18 
その他 30 山賊町 16 

京都府外 1，788 本体町 32 
滋賀県 :379 1rif島町 35 
大阪府 1.23，1 間前町 25 
兵五ItY，~ GG 八木町 24 
奈良県 42 その他 35 
その他 67 京都府外 3，278 

i!.H'~!I;~ 1.665 
k阪府 1，228 
兵w県 133 
奈良県 191 
和歌山県 2 
その他 59 

※資事| 平成 12'1' r国型Ji淵l'EJ
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( 5)産業小分類別事業所数

東山区には全国有数の観光資源があり，また京焼 ・清水焼，京扇子などの伝統産

業やそれに関連する事業所が多いことが特徴の一つです。さらに，祇闘を中心とす

る歓楽街や料亭などの事業所数は，京都市内の大半を占めており ，伝統と華やかさ

が同時に存在するまちであるといえます。

東山区が占める割合の高い事業所

産業小分知
事業所数

京都市 東山区 上ヒヰユ 2 f.立の区 ・比串

向磁招 ・同開述製品製造業 2G8 178 66.4% 山科区 19.8% 

陶磁器 ーガラス鴇小売業 201 83 41.3% 左・中京区 11.4% 

中古品小売業 (他に分類されないもの) 253 90 35.6% 中京区 18.2% 

袋物製造業 120 37 30.8日 伏見区 19.5% 

:r:: .車等生活雑貨製品製造業 173 52 30.1% 下京区 25.0% 

料;!;~ 420 232 55.2% 中爪区 13.1% 

ノ《ー ・キセバレー ・7イトクラブ 3，658 2，002 54.7日 中京区 22.9% 

日本料理庖 198 198 21.5% 中京区 15.7% 

旅館 595 1.27 2l.3% 下京区 20.0% 

※資料 r1996年度事業所・企業統計調査JOll山・まち ・みらい計画20¥0資料編)

5 住宅状況

(1)住宅所有の関係

東山区の主世帯に占める持ち家の割合は， 50.4%と半数を超えています。京都市

平均との大きな較差はありませんが，民営借家の害11合が若干多くなっています。

住宅の所有関係

区 分 東山区 Jf(朝日行

主世帯 20，180/100% 590，183/1口0%

持ち家 10，176/50A% 317，46tJ/53.8% 

公也 ・公団 ・公社の借家 43，1/2.2% ~ 0 ，014/G.8% 

民営借家 日，117/45.20Al 217， 73~/3G.9% 

給与住宅 453/2.2% 14.971/2.5% 

IHJ{-廿り ~70 7，989 

※資料 平成 12年「国勢制査」

( 2)世帯住宅延面積

世帯の住宅延面積は，京都市平均と比べやや小さし、値となっていますが，弥栄学

区については，大きく上回った結果となっています。

東山区は戦前に建て られた住宅も多く残っています。また，細街路や袋路も多数

17 



あり，住宅がかなり密集し

ている地区があります。

住宅の立地条件からくる

防火 ・防災等の緊急時の対

応が大きな課題となってい

ます。価格の函では，住宅

地の平均価格の統計による

と) 1 rrfあたり京都市の

258，897円に対して，東山

区は 301，111円とかなり高

い水準となっています。

東山区の一世帯あたりの住宅延面積

実山巴σJ芭"住宅包酷$

ι 
筒'事

軍国

舛繁

f~j! 

穴~

:"l.'f( 

'" 
"辺
も.

RI 

今司11

軍山E

mr.r;ij; ， v .4， ，JF 

0.0 '00 20.0 E川00

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

0

7

 

日

目

~a.\) 

655 

⑮.，.: 

7:; 

625 

J 61.5 

6t.5 

707 

8の

71.6 

<00 羽目 oO 0 70.0 80。ω ¥00 (} 
勾f

(平成 13年 1月 1rol現在 京都市総合企画局IMll統計 l叫 rJi(ftH市統，1H'iWJ)

※資事| 平成 12年 r11'傍訓究」

6.福祉指標

(1)児童，母子 ・父子関係

①年少人口の状況

年少人口は減少しています。14歳の人数に対して O歳の人数は， 65%の水準で

しかありません。また絶対数が少なく，近隣での身近な子育て世帯同士の接点や，

就学児童をもっ親同士の交流が充分もてない状態が数値上では表れています。

東山区の年少人口の年齢別区分

写少人口写齢別区分

310 
戸

バ=
トー

290 
F -= ト ト トー

270 

ト ト ト トー
250 

F 
ト ト ト ← 230 

トー ド ト ト ト ト Jト ト ト ト
210 

正 戸=
ト ト ι ト ト ト ト ト ト ト ト ト

190 

I-r← ト ト ト ト ト ト ト ト ト ト ト トー
170 

』 1- 1- L- 1- 』 』 』 」 1- 1- 1- L- 』ー
150 

設 1"注。綾 1hi 2決 3設 4漁 5縫 61，! 7h¥ 8i，是 9ft 10設 11紋 12 14魚

IAM 198 19' 181 '14 211 234 224 22i 228 235 '" 277 '84 298 304 

※資料平成 12年 rlm勢市M査J
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②核家族世帯における夫婦の就業状態及び子どもの有無 ・年齢

核家族世帯では，おおむね小学校就学前後において 夫 ・妻 とも就業Jが次第

に増加し r夫が就業 ・ ~が非就業J の世帯数を上回ってくる傾向にあります。 育

児が一段らくし，女性が生きがし、や収入の確保等を目的として就業 している ものと

考えられます。この時期からが共働き世帯と なる境目 であ り，保育サービスや学童

クラブの役割は重要です。

核家族世帯夫婦の就業状態と子どもの年齢等

総数 夫・裂とも 夫が就業 ・ 夫が掛就業 夫 . ~とも

就業 実が非就業 実が就柴 非就業

夫婦のいる核家族世帯数 6，984 2，983 2，123 276 1，506 

子どもなL 3，091 1，033 7G2 1/18 1，066 
子どもあり 3.893 l，l)05 1，361 128 440 

品'1'少の子どもの年齢 0議 1>IG 29 105 i 3 

1歳 142 37 96 ヲ胆 6 

2最 104 11'1 55 。
31;.詰 105 '17 5日 。 。
4w，長 。。 38 '19 

5 ~重 95 5tI 36 。 3 

日正証 73 30 113 。 。
7議 79 53 24 

8議 Gi 38 26 

9歳 G'I 36 23 2 

10歳 78 '15 27 3 ヲ

11歳 88 。。 22 2 4 

[2歳 。。 53 34 

13歳 80 '15 32 ワ

[，1議 93 '¥G 43 ヲ i 

15歳 9:3 60 2日 3 

IG縫 111 G9 36 3 3 

17議 100 68 30 。 2 

18歳 91 51 31¥ 3 2 

19政 105 72 27 a 
20成~ 1 ， 99~) 930 534 95 402 

※資料平成 12'1三「国鋭、調査J

③児童 ・生徒数の推移

東山区では，児童 ・生徒数が 100人未満の学校が， 小学校て、4校，中学校で 1

校あ ります。児意 ・生徒数は年々減少を続けてお り，小規模校の問題の解決は従来

にも増して切実となっています。

また一方では，区内には華頂女子や，京都女子，大谷など私立の小 ・中 ・高校が

あり ，これらを含めた東山区の堂かな教育環境づくりが求められます。
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東山区の小 ・中学校 (公立)の児童・生徒数の推移

uoo 

1.300 

1.200 

1，100 

1.000 

900 

児宣之fHll医1s

平成 14年 5月1日現奈の児童 ・生徒数

小学校 合計
1 '1三 2年

東山区 1，188 174 205 

有済 35 4 6 

説田 1.32 1日 2'1 

新道 80 日 16 

六!京 6'1 8 8 

mホ 89 11 16 

JH山 178 33 ~8 

一瞬 156 17 3'1 

月輪 194 33 28 

今熊野 260 40 '15 

中学校 合計
1 '1' 2'手

東山区 572 163 206 

弥栄 8'1 26 36 

格}k 17G 57 62 

月輪 312 80 l日8

④母子 ・父子世帯数

:J '1' ，1 ~f. 51p 6年

190 209 196 214 

6 5 4 10 

24 22 23 20 

13 11 16 15 

6 17 10 15 

19 10 1.2 21 

26 37 35 19 

24 30 20 31 

33 lG 34 30 

39 41 40) 日3

:J ，手

203 

ヲワ

57 

12iJ 

※資料京都市教育委w会 「教育統計訓在j

母子 ・父子世帯とは，未婚，死別又は離別の女親・男親と，その未婚の 20歳未

満の子供のみで構成される一般世帯(他の世耕員がし、ないもの)をいいますが，東

山区の場合，母子については，この近年大きな変動はあり ません。父子の場合は，

若干の減少傾向にあります。

京都市全体の母子世帯数が大きく増加しているのに反し，東山区ではほぼ変わら

ない数値となっています。
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母子・父子世帯数の惟移

i証干世帯 父子世帯

平成2年 平成 7年 ヰ訂正 12<j! 平成 2年 平成7年 平成 12年

京都市 6，833 6，849 8，132 1，111 942 921 

東山区 177 195 196 28 28 17 

有済 10 15 17 9 1 

?1M悶 10 18 20 9 帽
ヲ 。

弥栄 υ P 6 8 9 ・ー 。 。
新道 18 ・22 21 3 3 。
六原 18 12 8 。 3 3 

汗j氷 日 9・~2 16 2 。
点数 10 10 9 2圃

修道 15 14 21 4 1 2圃

一橋 27 24 211 3 3 。
月輪 32 32 3:1 8 8 4 

今熊野 23 20 19 6 4 

※資料各年 rU'i勢調住j

( 2)障害関係

①各手帳台帳登録者 ・交付者数の推移

身体障害手帳所持者は年々 ，東山区の人口減少にもかかわらず数 ・割合とも増加

しています。また，京都市の水準と比べても高い割合となっています。所持者の年

齢構成等が不明のため詳しい分析はできませんが，東山区の老年人口 ・比率の増加

を考えると，加齢にともなって何らかの障害が出てきているとも考えられます。障

害福祉 ・高齢福祉の区分にとどまらない，制度のあり方が求められます。

知的障害については，療育手帳の所持者の数 ・割合に大きな変動はありません。

京都市とも同等の水準となっています。

こころの病については，精神保健福祉手帳の交付数は増加傾向にありますが，こ

れは，こころの病をもっ人が増加したということよりも，これまで立ち遅れていた

精神保健福祉施策の整備 ・充実によるものと考えられます。支援紐策の推進，現代

のストレス社会等を考えると，交付者数の増加傾向は，今後も続くものと予想され

ます。

これら手帳の登載 ・交付者数には身体障害 ・知的障害 ・精神障害のし、ずれもの障

害があり ，重複して所持している方もあります。また，障害のある方のすべてが手

帳を所持しているとは限りません。人口との比率でみた場合，東山区に住まう方の

うち，約 11人に 1人が何らかのハンディがあるとの結果が出ています。
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身体障害者手帳・療育手帳台帳登級者 ・精神保健福祉手帳交付者鍛の推移

MtllJ区 京都市

平成9年度 平成 10年度 平成 11年度 平成 12{j!皮 平成 13年度 平成 13年度

身体問害者 3，160/ 止280/ :3，441/ 3.513/ 3，588/ 73.329/ 
手帳 6.77% 7.10% 7.58% 7.88% 8.111% 5.01% 

療n手帳
225/ ~~5/ 232/ 238/ 242/ 7.897/ 
0.48% 0.'19% 0.51% 0.53% 0.55% 0.5'1% 

精神眼健福祉 25/ 6:)/ 45/ 88/ 112/ '1，568/ 
手帳 0.05% 0.14% 0.10% 0.20% 0.25% 0.31% 

番号人口
46，603/ 刊. ~30/ 45，417/ '14.605/ 44，101/ 1，462，452/ 

100% 100% 100判 100% 100% 100% 

※資料身体障:印有・療育手帳については，京山f日制事務所訓lベ(各年4月 11司)

判事l'f~H地 mit1上手帳については， JlII幻保健所制ベ(各年度末)

人口は， Jjl li1~市打I~ iH 人口による各年 " !'I I仁1のものであり ，IJ!I勢;削1'1. 

住民j古本台帳の数flliとは異なる

② 身体障害

防蓄積別では r肢体不自由Jと「内部障害」で全体の 76.1%を占め，等級別で

は 4級が他と比べ割合が高く ，全 体に占める割合は 26.8%となっています。

身体際害者手帳台仮登載者内訳 (等級別・問客別)

聴覚 ・
百~~戸

肢体
内冊目申告

悦j1:
平衡

ー話 。
不自由 I!うζヲ 小J十

そしゃ〈 心t世 千?蹴 呼吸器t
i[岨

その他

1級 93 7 。 lI4 215 139 11 。 。 6:19 

2級 120 71 。 3611 。 。 。 。 。 555 

3級 48 丹1 立9 384 148 8 71 10 。 750 

4級 53 78 17 500 153 10 116 105 。 962 

5級 64 。 274 。 。 。 。 。 347 

6級 73 143 。 119 。 。 。 。 。 335 

11、fH 1151 360 46 1，815 516 157 128 115 。3，588 

く平成 13{I' 4 J1 1日現在〉

学区別登載者数

身体附害者手帳古f版笠松者数

悦:rt 聴覚 ff'J!f 言語 11主体 内部 11、計
手術 -そしゃく 不自由 防省

東山区 451 360 46 1，815 926 3，588 

ヰT済 34 27 2 113 74 250 

襲[11 52 35 4 158 88 :337 

弥栄 16 25 5 86 42 174 

新道 33 3'1 4 I:JO 65 266 

》ミn;l '10 22 9 177 7:J :1-"1 

町I水 '17 25 5 139 61 277 

点数 26 23 128 57 235 

修道 '11 36 6 1i8 70 3'10 

一陥 56 46 7 226 126 1161 

)1輸 54 43 5 291 125 518 

今熊野 52 44 5 189 126 1116 

※資料 平成 13il'皮 )11111tui祉事務所 fti<lt11施策。Jc業概止2:J 
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③知的障害

療育手帳を持っている方のうち，約 46%が A (震度)となっています。また，

18歳未満の方が約 13%を占めています。

療育手帳台帳登載者内訳 (等級別 ・年齢別) 学区日IJ登載者数

A (蛍度) 日(中軒度) dロ， 計
保育手帳台帳登載者数

八 日
J卜叶

(温度) (中軽度)
18成以上 98 11:3 211 

東 山区 111 131 242 
18 殺未満 13 18 31 

有箭 13 14 27 

合 。n 111 1 :11 2112 員E悶 11 10 21 

〈平成 13{f'. 4月 111現在〉
弥栄 9 7 16 

新道 6 7 13 

4 4 11 

m木 8 7 15 

Jl教 5 10 15 

修道 8 14 22 

一橋 20 12 32 

月結 17 26 43 

今熊野 10 li 27 

※資料 、Ji.I，x13 {1'1Il' ll!山初制市街所 r t~\M 胞策事業紙袋」

@精神障害

平成 13年度の交付者のうち，約 55%が2級となっています。全交付者のなかで

新規の交付者数は約 29%の害11合となっています。

精神保健福祉手帳交付者内訳 {等級別 学区別)

t，)神保飽悩祉手帳交付数

合併
1級 2級 品級 内新規

東 山区 112 15 62 35 32 

有済 6 3 2 1 

~UI 日 。 4 5 6 

弥栄 。 。 1 

'frm 10 4 5 

六郎( 11 E 5 4 4 

m水 5 2 2 3 

山教 4 。 a 1 

修道 7 5 。
-1晶 19 2 13 5 

月給 16 3 t 6 3 

今熊野 24 4 15 5 4 

※資料平成13{1三度東山保他所調ベ
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( 3)高齢関係

平成 2年からの 10年の問に，総世帯数 0.7%減に対して単独世帯 (ひと り暮らし

老人世帯)数は，26.5%増，高齢者夫婦世術数は 74.9%増と なっています。京都市

の水準と比較 しても非常に高い割合となっています。学区日11の割合をみた場合でも，

高齢夫婦世帯数の急速な増加がどの学区でも起こ っています。

高齢者世帯数の推移

点山区 京都市

平成 立年 平成7年 ヰ!:Ji，1(12{f! 、;1!.1l.x12匂4

高齢単身 II!: {i~数
2. lG9/1O. 1% ~.t1 1 8/ 11 . 2% 2，732/12.9% 51，1日8/8.:3%

l品轟日lの単身者柱帯)

向帥夫川世~l~数
卜一一一ー

(先日轟以上 E田昌の夫婦 1，029/'1.8% 1.602/7九% 1，800/8.5% '15，211/i.3% 
のみの往信l

参考総 世俗数 21.;385/ I 00% 21，;'00/1ω%  21，288/100% G20， :t~7/ IOO% 

学区ごとの高齢者世帯数の推移

高齢~'11i身世iW故 高齢夫~Ii l!.!: {i~数

平成2年 平成7年 平成 12年 平成 2年 平成 7年 平成 12，手

京都市 29，616 37，737 51，198 20， 82 ~ 36，259 ~5， 2 11 

東山区 2，159 2，418 2，732 1，029 1，602 1，800 

イI済 137 157 165 71 H6 97 

栗田 198 2[9 239 日i 1'15 1 8~ 

弥栄 145 1 ~ 2 138 37 48 50 

新道 233 2G:J 27i 51 [[0 1:34 

六D;t 22-1 1'1I 265 105 165 175 

m水 195 22記 2t1IJ 80 11[ 13:3 

点数 [[8 1'10 188 69 110 J 2.1 

修道 179 188 2:37 12:3 187 186 

一橋 289 2~) 1 :157 1 :)1 217 2'19 

月輪 2'18 286 343 1 2~) 2:31 21¥8 

今熊野 193 26:3 279 142 192 223 

※資料 作年 rl1'勢調査J

( 4)生活保護関係

平成 14年度 4月時点の保設状況は，1，141世帯，1，429人が受給 してお り，保

護率は 32.5%。となっています。10年前の平成 4年度では，33.7'1'00て'あり，その後

微減を続けていま したが，長引く不況等の影響もあ り，近年では増加の傾向にあり

ます。また，京都市水準と比絞 した場合，東山区の保護率は 10ポイン 卜以上上回

っています。
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被保護世帯数等の推移

l肘w数 人口 被保鰻l比併数 被保協人民 {!j¥盟申

平成 11年度 20，238 '15，310 1，0i1 1，366 :30.1%0 

3山I! 平成 12年度 20，759 ~ 5， 37 1 1 .07~ .1，358 29.9賞賜

区 平成 13'1三度 20，715 1.1'1，100 1，080 1，3'17 30，5%0 

平成 11年度 20，885 ~ !l， 987 1， 1 ~ 1 1，'129 32.5%0 

京都市平成 1~ 年度 620，327 1，1167，785 21.tl45 32，20< 21.9恥

※資料。各'1三度J1li11縞祉事務所「協，M施策事業llJ{iJl!J 

7 制度 ・施策の状況

( 1)児童，母子 ・父子関係

①保育園 ・所入所(申込)状況 <各年度4月 1日現在〉

平成 12年度 平成 "1年度 平成 14年度
平成 14年度 平成 1'1年度

入所児鼠数 待機児蛍:tIi

烹山区 93 94 92 89 3 

有部 5 5 6 6 。
業問 9 13 11 II 。
弥栄 2 3 3 3 。
新道 。 7 4 4 。
六原 9 7 11 11 。
町Iホ 2 5 υ F o 。
点数 6 自 8 。
修道 11 12 8 8 。
ー橋 12 11 10 LO 。
JI輪 16 自 12 10 2 

今熊野 21 17 1'1 13 

※資料 苧nJ<14 年度J1IiMi!i t11 事務所 r ti!i M 施策事業慨~: J

②学童クラブ事業登録状況 (4 児虫館 ・ 2 学賞!~~1'1所合日，.)

平li~ 1'1 '1"1 JI 1日

平成 1'1年 10月 1日

③児童手当支給状況

※資料京都ïIï保健tl~HII:)!j)児 ti1家庭飢調べ

平成 14'f'10J!より学意クラブ"I'l!は有料化された

2主務教官就学前の児童を'J宅Tfしている方を対象に支給，w:m=の収入により所得制限がある
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【福祉事務所地域福祉係】

.平成 11年度|平成 12年度|平成 13年度

受給世帯数 335 639 780 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

④子育て支援短期利用事業

親などの疾病・出産・病気看護等で，家庭での養育が一時的に困難になった子どもについては

短期間(ショートステイ事業).親などが残業等で帰宅が夜間に及ぶことが多い家庭の子どもに

ついては親が帰宅するまでの間(トワイライトステイ事業).乳児院，児童養護施設，母子生活

支援施設で預かる

【福祉事務所支援係】

利用日数 平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度

母子父子世帯 。 2 269 
ショートステイ事業 一一一

その他の世帯 。 2 。
トワイライトステイ事業 。 。 。

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要」

⑤乳幼児医療費支給状況

3歳未満の乳幼児の入院・通院にかかる医療費(医療保険の自己負担額)を支給，生活保護等

他の医療費支給制度受給者は対象外

【福祉事務所地域福祉係】

平成 11年度|平成 12年度|平成 13年度

受給数数 599 595 595 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要」

⑥乳幼児健康診査状況

乳幼児に対して保健所で健康診査，保健指導を実施，さらに精密健康診査を要するときは公費

負担がある

【保健所健康づくり推進課】

平成 12年度

平成 13年度

※資料:平成13年東山保健所「保健統計年報j
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⑦母子家庭等医療費支給状況

母子家l廷の児叢とその母守~ . &び父母のいない児蛍lニ対し医療費(医療保険の 1:1己負担制)を

支給 父親に温度の郎官がある地合にも支給対象となる

u日til事務所地I境問tll係]

平成 11年度|平成 12年度|平成 13年度

受給教放 521 576 396 

※資料平成 14 年度 Jlr山師M:~'1 nufr r tioHiI胞Jl1'1';1/1慨'll!J

③母子 ・寡婦福祉資金貸付状況

母干 l似w及ひ9J婦の経済的1'1，'1.と生ffi":0:欲のJjlJJ乏を図るための資金を低手11 ， または1!~f'l (-で l~

し付けている，貸付件数の大'1" が修学I~I係であり ， F:J: (-家庭の教育J!{負担の-:'~)となっている

[縮MτIr務所支仮係]

母子福祉資金

平成 日年度 1平成 1.2'l'l立

31 1:1 

寡的福祉資金

平成 12年度|平成 13年度

o I 

※資料 苧J，x14 "1三度 JU I-l IU-;';祉事務所 「福制応策。1>業慨~J

⑨子ども支援センター

IK内の下育て支mネシトロ-t;の処点として，仰談員 J血峨活fVJ11を配[世し， 子どもと家!立の

縮担lに関する総合相談を行うとともに， J臼待やい じめなどの早川強見や早期対応のためのiili絡

会J症のJA位等， I~J係機関のネ y トワ-t;づくりや，地域子育て支援ステーションの支俊符を行

っている，偏祉事務所内に，1比佐

相談室における相談状況

平成 11勾度 平成 12年度 平成 la年度 構成比

性筋 .~Hl't 11 IV5 2，1.7% 

知能 .IJ' J守 8 7 52 6.6% 

竺恒市生部~ 
人1:11関係 九 R5 10.7% 

平盟校 :JO 。 27 3.4% 

その他 31 日 I:j( 17.3% 

訓 ff 。 υ 。
r係Ja:i臨と

虐 待 i:j 9.5% 
8'1 4a 

その他 JtI6 18.5% 

環境tuit止 2 。 。
心身附帯 。 。 リヨ 4.2% 

その他 2~ 27 '10 5.1% 

合計 250 114 7UO 100% 

※資料 平成 14'1'1且!Itill!r.iM: 'Ir務所 r~日付地策事業側!距J
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( 2)隊害関係

①施設利用(措置等)の状況

身体隙25，知的障もーのあるかの吏伎や社会的自立をすすめ，また生きがいを 11':;めるための相，淡

に応じ，必要な治療や指滋，訓練曾 あるいは;:1h1l1'i技能の習得のためのl商品tを紛介したり .入所

4'-1行自等を11'っている

l 協社{I~務所支lJ.'i係 l

施設樋日l
市内の施設 市外の施設 合計

〈平成 13年度 3月末現在〉

肢体不自由 3 。 3 

車生

権設
視覚附杏 1 

聴覚言語陣寓 3 。 3 

入 重度更生施設 。 。 。
所絞施

療護B包設 3 3 6 

授産施設 [) 

4員事喜場

重度綬産施設 日 2 1 

小 計 10 7 17 

肢体不自由 。
吏生

視覚陣容 3 。 3 
値"止

聴覚 .;;]語陥'占 。 。 。
胞通所設 授産随設 B 。 5 

m度授産随訟 。 。 。
デイサーピλセンター 。 。 。

小 計 。 。 9 

福祉工場 。 。 。
{也

共同作業所 。
史生施設 II 19 :30 

所範設入
授産胞設 。 6 。
通勤l:! 。 。 。

F知的申

，)、 J十 11 25 3G 

更生範設 2 。 9 噌

2者施設拝
通所鑑

授産鑑設 18 。 18 

デイサーピスセンター 。 。 。
設

小 計 三0 。 :W 

協祉工場 リ 。 2 
{也

共同作業所 17 。 17 

※資料 平成 1'1午1]'llul 1 tiMli 事務所 「拓H1Ui匝策事業慨必J
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②更生医療給付状況

身体に障害のある方に対して，身体障害者手帳に記載されている機能障害を除去または軽減し，

日常生活や職業上，適応するよう改善する医療を給付している

【福祉事務所支援係・地域福祉係】

平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度

視覚障害 。 。 。
聴覚機能障害 。 。 。
そしゃく機能障害 。 。 。

一一 一ト一一一一…一一一一一

肢体不自由 11 6 7 

心臓機能障害 47 43 69 
卜一一一一一一一一一一ーーーー一一一一一一一 ー…ー

腎臓機能障害 79 91 91 

その他 。 。 1 

合計 137 140 168 

身体障害者手帳台帳霊載者数 3，513 3，588 3，234 

給付割合(%) 3.9 3.9 5.2 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

③重度心身障害者医療費支給状況

心身に重度の障害(身体障害者手帳 1級・ 2級，療育手帳A所持者等)があり， 医療保険に加

入している方が，保険による医療を受けた場合，医療費の自己負担分を助成

【福祉事務所支援係・地域福祉係】

平成 11年度|平成 12年度|平成 13年度

重度心身障害者

医療費支給状況

身体障害 1級
者手帳所 一一一

持者 2紐

療育手帳A所持者等

重複障害

合計

257 234 

平成 11年度

103 

82 

46 

。
257 

233 

<各年度 3月末現在>

平成 12年度 平成 13年度

105 94 

84 87 

51 51 

。 1 

240 233 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

④補装具の交付・修理

身体に障害のある方の障害のある部分を補って，日常生活の負担を軽減することを目的に，補

装具の交付と修理を行っている
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【福祉事務所支援係】 く平成 13年度中〉

交付件数 修理件数

視覚障害のある方 27 3 

聴覚障害のある方
28 139 

音声言語機能障害のある方

肢体不自由の障害のある方 39 52 
一一一 一一......._._.-ー

ぼうこうまたは直腸機能障害
232 52 

のある方

合計 326 194 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要」

⑤日常生活用具の給付・貸与

重度の障害のある方の家庭生活を営むうえでの不便や，自立生活を営むうえでの負担を軽減す

るため， 日常生活用具の給付や貸与を行っている

[福祉事務所支援係】 く平成 13年度中〉

件数

視覚障害のある方 33 

視覚及び聴覚障害のある方 。
一 一一 一

聴覚・音声・言語障害のある方 8 
…山町一一一一一_~._.._..n... ・一…… 一一一一一一一一一一一一

肢体不自由の障害のある方 18 
ι----，--

知的障害のある方 。
一一一一

その他 10 

合計 69 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要j

⑥在宅福祉サービス

障害者の自立した日常生活を営むための在宅サービスとして各種ヘルパー派遣事業を実施して

いる

【福祉事務所支援係】 く平成 13年度 3月末〉

派遣状況

全身性障害者介護人派遣 。
一一一 … … 一 一 一 一 …

障害児者ホームヘルプサーピス 33 
一一

ガイドヘノレバー派遣 5 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J
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⑦障害児者デイ銭湯事業

障害等により入浴が困難な方に，ボランティアによる銭湯での入浴を提供している

[東山区社会福祉協議会(実行委員会形式)】

.平成 11年度|平成 12年度|平成 13年度

93 112 122 

※資料:各年度東山区社会福祉協議会「事業報告書j

( 3)高齢関係

①すこやか生活支援事業

介護保険の対象とならないものの，在宅での生活を維持するうえで援助が必要な高齢者の方に

対して，各種サービスを提供し介護予防と自立生活の支援を行っている

0すこやかホームヘルプサービス

概ね60歳以上の自立認定者で，在宅での生活を維持するのに支援を要する方へホームヘル

ノミーを週 1回2時間程度派遣し家事援助を行っている

0すこやかデイサービス(旧措置者等生活支援デイサービス)

平成 11年度中に老人デイサービスセンターを利用していた方で自立と認定された方，及び

概ね60歳以上65歳未満の方で，要支援・要介護の判定と同等の状態にある方を対象に，

老人デイサービスセンターにおいて，概ね週 1回，送迎・入浴・食事などのサービスを提

供している

0すこやかショートステイ

概ね60歳以上の方で，家族の事情等により家庭において養護を受けられない方に対し，一

時的に養護老人ホーム等に入所していただく

【福祉事務所長寿社会課]

平成 12年度 | 平成 13年度

すこやかホームヘルプサービス 35人 619回

すこやかデイサービス 人 22人

すこやかショートステイ o人 76人

※資料:各年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要j
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0健康すこやか学級

概ね 60歳以上の方で，自立と認定された方などを対象に，学校等の余裕教室を利用し約4

時間程度で健康状態の確認や，レクレーション等を提供する

{東山区社会福祉協議会・各学区社会福祉協議会】

. 平成 12年度 | 平成 13年度

10学区

41回

11学区

116回

※資料:各年度東山区社会福祉協議会「事業報告書J

②日常生活用具(介護保険対象外)の給付

長期間にわたり在宅で寝たきりの状態や痴呆性の 65歳以上の方，または虚弱な独居高齢者の生

活の安全や，家庭での介護を支援するため介護保険対象外の日常生活用具を給付している

【福祉事務所長寿社会課】

平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度

火災報知器 10 12 9 
-_._~- . .._-

自動消火器 11 12 9 
一一 一一 一目 白山川町 田-.町一一 “ " ““← 一 …一一_MO....MM..M.'_..一 一 一 一
電磁調理器 39 21 21 

ト一一一白血 …一一一 一一ー 一…一一一一一一
失禁シーツ 65 28 27 

湯沸器 16 1 1 

合計 141 74 67 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

③緊急通報システム(あんしんネット 119) の貸与

概ね65歳以上の独居高齢者や高齢者単独世帯で，緊急時に機敏な行動がとれない方に，消防局

や近隣協力員をはじめとする地域の協力を得て，ボタン等を押すだけで自動的に消防局に通報

される専用機を貸与している

【福祉事務所長寿社会課]

平成 11年度 | 平成 12年度 | 平成 13年度

稼動状況 581 678 698 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

④配食サービス

65歳以上の独居や高齢者単独世帯で要介護認定において要支援・要介護と判定された方のう

ち，身体状況等により自ら買物，調理ができない方を対象に，栄養のバランスがとれた昼食を
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お届けしている

【京都市社会福祉協議会・各実施施設】

平成 12年度 | 平成 13年度

実施箇所数 2箇所 2箇所

登録者数 105 I 116 
一一一一一-一一一一一--"，.-一一

配食数 12，639 I 14，934 

※資料:京都市社会福祉協議会地域福祉部調べ

⑤老人保健・医療の給付

O老人保健医療の給付

満 70歳以上の方 (65歳以上で一定の障害のある方を含む)で，医療保険(国民健康保険

等)に加入している方に対し医療費を支給している

O老人医療費の支給

医療保険(国民健康保険等)に加入している 65歳以上 70歳未満の方で，本人・配偶者・

扶養義務者が所得税非課税である方，または所得が一定額以下で寝たきりの方・独居の方・

高齢者世帯等に属する方に対し，老人保健医療に準じた助成を行っている

O重度障害老人健康管理費の支給

重度の障害のある老人保健医療受給者に対して，認定シールを交付し，窓口で支払う老人

保健の一部負担金相当額を支給し，重度障害のある高齢者の健康管理に要する費用を助成

している

【福祉事務所長寿社会課】

平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度

老人保健医療 8，008 8，224 8，389 

老人医療費 410 429 449 
一一一一一司刊明一一一一--~~- 一一一吋一一十一日'‘ 一一一一ト一一千円一一一→一一一一一台

重度障害老人健康管理 510 538 533 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

⑥敬老乗車証の発行

70歳以上の高齢者に対して，社会参加や生きがいの向上のため，市バスや地下鉄の無料乗車証
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を交付している

【福祉事務所地域福祉係】

平成8年度|平成 10年度|平成 12年度

交付状況 6，698 6，698 6，827 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

⑦敬老記念品の贈呈

満 88歳になられる方，また 100歳以上の方に対し記念品を贈呈し，長寿を祝っている

【福祉事務所長寿社会課】

敬老記念品(満88歳)贈呈者 100歳以上の高齢者

平成 11年度|平成 12年度|平成 13年度 l平成 11年度|平成 12年度|平成 13年度

172 166 178 11 11 17 

※資料:平成 14年度東山福祉事務所「福祉施策事業概要J

③訪問指導

原則として介護保険等による同様のサービスを受けておられない 40歳以上の方で，健康管理が

必要な要介護状態になる恐れのある方，家族介護を担う方を対象に，保健師等が家庭での療養

や，病気の予防，福祉用具の利用方法等について指導している

【保健所健康づくり推進課】

平成 13年度 延人員

実施状況 40......64歳 65......69歳 70歳以上

生活習慣病要指導者 87 23 
一一一一一一一

個別健康教育対象 40 23 
"・l一一一一ーーーー……且“一一一一

介護予防 42 68 

介護家族 8 7 
一 一一一一一一一一一一

寝たきり者 6 

|戸山
ド

27 

その他 10 9 

※資料:平成 13年度東山保健所調べ

⑨要介護認定

介護サービスを利用するには，介護が必要な状態であるとの認定を受けることが必要となり，

専門の調査員による心身の状態に関しての面接とかかりつけ医の意見書をもとにして，審査を

行い判定される
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【福祉事務所長寿社会諜】

東山区 京都市

平成 12年度末 平成 13年度末 平成 13年度末

非該当(自立) 自立可能な状態 15/0.9% 22/1.2% 438/1.1% 

要支援 社会的支媛を要する状態 167/10.5% 234/12.3% 3，970/9.6% 
四

要介護 1 部分的な介護を要する状態 438/27.7% 605/31.8% 12，613/30.5% 

要介護2 軽度の介護を要する状態 303/19.1% 344/18.1% 8，627/20.8% 

要介護3 中等度の介護を要する状態 262/16.6% 269/14.2% 5，884/14.2% 

要介護4 重度の介護を要する状態 228/14.4% 222/11.7% 4，948/12.0% 

要介護5 最重度の介護を要する状態 171/10.8% 205/10.8% 4，892/11.8% 

合計 1，584/100% 1，901/100% 41，372/100% 

※資料:京都市保健福祉局介護保険課調べ

( 4)その他

①地域福祉権利擁護事業

痴呆や障害などにより判断能力が充分ではない方を対象に契約を締結し，その方の意向を踏ま

えた『支援計画Jを作成して福祉サービスの利用手続きの援助や代行，福祉サービス利用料の

支払いなどを行っている

【京都市社会福祉協議会】

L....-

平成 12年度 平成 13年度
平成 14年度

(15年2月まで)
ー

痴呆性高齢者 1 1 

知的障害者
一一 +一一

精神障害者

L宝の他

※資料:京都市社会福祉協議会地域福祉部調べ く平成 15年2月現在:契約準備2件あり〉

②生活福祉資金貸付事業

低所得者，障害者または高齢者の世帯を対象に，経済的自立及び生活意欲の助長等を図り，安

定した生活を営むことを目的に，資金の貸付と民生委員による必要な生活支援を行っている

【京都府社会福祉協議会・東山区社会福祉協議会】

貸付中 平成9年度 平成 10年度 平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度

件数 109 119 117 125 138 
一 一 一

金額 69，886，691 71，993，209 69，418，577 70，344，828 72，192761 

更正資金 20件 障害更正 4件 生活資金 4件 福祉資金 12件 住宅資金 12件

平成 13年度 16，136，122円 5，096，450円 3，267，000円 5，300，358円 3，104，256円

内訳 修学資金 75件 療養・介護 2件 災害援護 9件
33，756，900円 278，760円 5，252，915件

※資料:京都府社会福祉協議会民生課調べ
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8.干士会資源の状況

(1)学区のおもな社会資源の状況

有済学区

く教育>

0イ干済小学校 ・ふれあいりロン

く保健福祉医療>

合京都市三条乳児保育所

合京都市三条学童保育所

く自治>

-有済会館(センヂ ) 

く行政>

。三条コミュニティ Eンター

弥栄学区

く教育〉

0仰栄1:1]学校 ・ふれあいサロン

011'頂学I~H (幼稚I~I ・ 中高校 ・ 短大)

<保健福祉医療>

合 、 1<安~i'ïI淀

合 Eノレアサポートセンタ-jl[taJ

合京都市むくの木学闘

合大照学|羽(児童部俊産部 ・吏生部)

女.TI!:山老人いこいの家

く自治〉

-亦栄自治会館
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票田学区

〈教育>

0:起問小学校・ ふれあいサロン

く保健福祉医療>

台京都，1，三条保育所

合交旅ひろばライ 77ート共同作業所

会);(郁市架111老人デイサーピλセンター

台五E都市il'in1tE宅介護支援センfI-

新進学区

く教育〉

0新道小学校 ・ふれあいザロ ン

く(!i'，健福祉医療>

合光保育闘

食京都市新道児童fii'i



六原学区

く教育〉

O六原小学校 ・ふれあいザロ ン

0裕束中学校

く保健福祉医療〉

公務立寺保育阻1

会テンダーハウス分場

食肪IUJ者鎚ステーシヨンきよみず

女京都府立治JtI病院

く行政>

。京都府松Jj;l警察岩

貞教学区

く教育〉

0)主教主iJ縦l羽

0貞教ふれあいサロン

く保健福祉医療>

合rrJjIUJ5G'rl:盤ステーションと'んぐり

合IJ-:l悶病院

く自治〉

-貞教自治会館
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清水学区

く教育〉

om水小学校 ・ふれあいサロン

く保健福祉医療〉

世J'!j't寺保育日目

食]1:祁¥i行li';水YUflfin

合京間i市東山老人綿布lセンダー

く自治〉

.m水自治会館

く行政〉

。JI!111区役所(侃制事務所・保健所)

。消防;呂

くその{也>

ロ耳I!IlIi'r少年活動センデー

修道学区

く教育〉

OJI!il1小学校 ・ふれあいザロン

0京都女子学Ilil(小中高校。短大大学)

く保健福祉医療>

合小松谷{果育I~il 合小松谷児蛍ftH

合なづな学園

育協働作業所新WJ主主工房Yラ東山教室

合京都市東山老人デイサービスセンター

合京都市東山在宅介護支mセンター

古うままち訪問者投ステーシヨン

合J;J.:間l専売病院

く自治〉

.(1底追自治会館



一橋学区

く教育〉

0泉!l1;!JHU国

O一倫小学校 ・ふれあいザロン

0月輪Ijl学校

on宗大谷学倒(中 ・高等学校)

く保健福祉医療〉

合IIgfnf呆rff胡

1:r愛友保育l潤

合一儒学m保育所

合j品小路デイ サーピ旦セ ンクー

台京総第一赤十字病院

合三型病院

今熊野学区

く教育〉

0京都女子学[咽(幼推闘)

O今1属国f小学校 ・ふれあいサロン

く保健福祉医療〉

合，k臥If.品Tf l~fl

合京都市今熊野児filfi'ii

合くすの木共同作業所

合今!指針老人いこいの家
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月輪学区

く教育〉

ot~ 日幼稚図|

0)1倫小学校ふれあいサロン

O日吉ケ丘同i等学校

QJj(都*11国学|悶('1' 向等学校)

〈保健福祉医療〉

合Jlr t，日寺 f~~ T1闘

，，<ベJ ギンの語、共同作業所

合j陀，;:控老人ホーム務JtH制

合特別養護老人ホームi'IIJfLsfl

台市点目iIデイサーピス Eンター

台京都市在宅介護支援tンタ-f<lJll悶

合京都市在宅介護支mセンヲー第二Mf病院

会仏血f病院

会第二久野病院

く自f台〉

-柿本町会館

.1111所/内町南部会館

.本多山会館

. I' I).: ~ 自 治会 fii'f

-本IUf19丁目集会所

※」直木は所在地においてし、ますが，敷地が複数の学区

にわたるなものなどについては. r焔祉防災マ γ

プ』匂を参照しました.このため国野調査等の統計

とは将 1異なっています.

[その他書!Ki資料]師祉事詰所!施軍事主国軍J，子ども支出

センター「東山子育てちょっと情報J.保随所「草計年曜J.

車部.Iif世暗統計聾置J.京都市 f陣苦者福祉のしおりj



( 2)東山区の社会資源、の状況

①児童福祉関係施設

基本データ

京都市

総人口/ 1，467，786 
比率 /100% 

5歳未満人口 62，488 
/比率 /4.3% 

16歳未満人口 186，896 
/比率 /12.7% 

(参考)出生数 12，624 
/比率 /8.6 

山科区

総人口/ 137，624 
比率 /9.4% 

5歳未満人口 6，419 
/比率 /4.7% 

16歳未満人口 18，343 
/比率 /13.3% 

(参考)出生数 1，304 
/比率 /9.5 

京都市

助産施設 10 

母子生活支援施設 3 

児童養護施設 8 

納障害児蹴・揃障害児通臨設 10 

保育所・保育園 242 
一 一

児童館・学童保育所 114 

山科区

助産施設 1 

母子生活支接施設 。
児童義範施設 。
崩時踏ま・蛾障害j盟国車設 。
保育所・保育園 19 

児童館・学童保育所 10 

北区 上京区 左京区 中京区 東山区

126，125 84，187 171，666 96，038 44，813 
/8.6% /5.7% /11.7% /6.6% /3.0% 

4，749 2，464 5，972 3，276 1，003 
/3.8% /2.9% /3.5% /3.4% /2.2% 

14，995 8，060 18，930 9，670 3，548 
/11.9% /9.6% /11.0% /10.2% /7.9% 

887 517 1，137 681 220 
/7.1 /6.2 /6.6 /7.0 /5.0 

下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

71，212 97，820 195，573 165，928 287，909 
/4.9% /6.7% /13.3% /10.6% /19.6% 

2，343 4，485 8，405 8，875 14，494 
/3.3% /4.6% /4.3% /5.7% /5.0% 

6，960 13，161 26，448 25，202 41，584 
/9.8% /13.4% /13.0 /16.2% /14.4% 

503 919 1，660 1，715 2，981 
/7.0 /9.4 /8.5 /11.0 /10.4 

※資料:総人口--15歳未満人口 平成 12年「国勢調査J

出生数平成 13年東山保健所「保健統計年報J

北区 上京区 左京区 中京区 東山区

。 1 1 3 1 
一一一ト一一一一。 。 1 。 。

1 1 1 。 1 

2 1 。 。 2 

21 11 30 13 10 

8 5 12 6 6 

下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

。 。 。 1 2 
一一一。 。 2 。 。

。 。 。 3 1 

。 。 。 1 4 
一一一 一一 平

10 30 26 21 61 
一一 ー一一一 トーーーーーー--_._-ーーー+一一 一一一 一一一一

4 14 10 13 26 

※資料:平成14年度版『民生委員・児童委員手帳」
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②身体障害者福祉関係施設

基本データ

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

総人口/ 1，467，785 126，125 84，187 171，556 95，038 44，813 
比率 /100% /8.6% /5.7% /11.7% /6.5% /3.0% 

身体障害者手帳台帳畳載者 68，877 5，828 4，334 7，964 5，228 3，234 

山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

総人口/ 137，624 71，212 97，820 195，573 155，928 287，909 
比率 /9.4% /4.9% /6.7% /13.3% /10.6% /19.6% 

身体障害者手帳台帳登載者 5，648 3，989 5，993 8，700 5，017 12，942 

一
※資料:総人口は平成 12年「国勢調査J，台帳登載者数は各福祉事務所調べ，ただし

基準日が平成 14年 3月末前後で若干異なる

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

身体障害者療護施設 2 。 。 。 。 。
身体障害者授産施設 1 。 。 。 。 。
身体障害者通所授産施設 6 1 。 。 2 。
身体障害者デイサービスセンター 4 。 。 。 。 。

----~---- --_._---ー一一一一一一 一一一一，一一一一一一一一 ーー一一‘一ー----_._........

身体障害者共同作業所 12 。 2 。 2 1 
一 一 ←一一一 一 一 一 一 一

小規模通所授産施'設 4 2 。 1 。 。
山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

身体障害者療護施設 。 。 。 。 2 。
一一--司--・--- ---一一一 一一一 一 一 一

身体障害者授産施設 。 。 。 。 1 。
一 一一 一 一一守 司--ー-ーー- 一一一一一一一一一一一一

--・
一一一一一 一一一一一一

身体障害者通所授産施設 1 。 1 。 。 1 

申一一ー一一一一一 一 一 一 一一一一一一一一一 一司--一一 一一一一一 町一一 一_...-一一一ー一一一一ト司副会一 ー 一一一一一 園周ーーー ー--官--

身体障害者デイサービスセンター 。 。 。 。 2 2 

一一一一一一一一 一一一一一 一 卜一一一一ーー 一一一一一一

身体障害者共同作業所 2 。 1 1 1 2 

一一一一 一一一一一一一一

小規模通所授産施設 O O 。 。 1 。
※資料:平成14年度版「民生委員・児童委員手帳J
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③知的障害者福祉関係施設

基本データ

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

総人口/ 1，467，785 126，125 84，187 171，556 95，038 44，813 
比率 /100% /8.6% /5.7% /11.7% /6.5% /3.0% 

療育手帳台帳登載者 8，023 655 428 897 465 254 

山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

総人口/ 137，624 71，212 97，820 195，573 155，928 287，909 
比率 /9.4% /4.9% /6.7% /13.3% /10.6% /19.6% 

療育手帳台帳登載者 775 380 631 974 748 1，816 

※資料:総人口は平成 12年「国勢調査J，台帳登載者数は各福祉事務所調べ，ただし

基準日が平成 14年3月末前後で若干異なる

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

知的障害者更正施設 5 。 。 。 。 1 

知的障害者授産施設 17 。 。 5 2 3 

知的時折イサービスセンター 6 。 。 1 。 。
知的障害者共同作業所 33 3 1 5 5 2 

小規模通所授産施設 4 2 。 1 。 。
山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

知的障害者更正施設 。 。 1 。 2 1 

一一~--- 一一一一「一一一ー ー

知的障害者授産施設 1 。 1 1 1 3 

知的時折イサービスセンター 1 。 1 1 1 1 
ー

知的障害者共同作業所 3 3 1 1 3 6 

小規模通所授産施設 。 。 。 。 1 。
※資料:平成 14年度版「民生委員・児童委員手帳J

④精神保健福祉関係施設

基本データ

京都市 東山区

総人口/ 1，467，785 44，813 
比率 /100% /3.0% 
精神保健福祉手帳

4，568 112 
交付数
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※資料:総人口は平成 12年「国勢調査J，手帳交付者数は東山区については保健所調べ，京都市について

は京都市こころの健康増進センター調べ，行政区ごとの統計なし

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

精神障害者グループホーム 7 1 。 。 1 。
地場生活支援センター 2 。 。 。 1 。

一一一一一一一』 ー一一一一一一 一一一一一一 一一一
ふれあい交流サロン 8 。 。 。 1 。
一一一一一川一一一・一一.._.一-一一一一一
精神障害者授産施設 2 。 。 。 1 。

一一一一一ーー 一一一一ーー
精神障害者共同作業所 26 5 1 3 5 1 

山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

精神障害者グループホーム 2 。 。 1 。 2 
一…一回・一一一一・ー国・...“一・ーー 一一一一一一一
地域生活支援センター 。 。 。 。 。

一一一一 _.__ "_.r_ 

ふれあい交流サロン 。 。 1 。 1 。
一一一一_........…一一一一" …←一一一一…… 一 一 一 一ト一一一一一一一一一一ーーーーー
精神障害者授産施設 。 。 。 。 。 1 

一一一一一』 一一一一一一
精神障害者共同作業所 3 1 1 1 3 1 

※資料:京都市こころの健康増進センタ-rまいぺえす(第2版)J，平成 14年度版「民生委員・児童委員手帳J

⑤高齢福祉関係施設

基本データ

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

総人口/ 1，467，786 126，125 84，187 171，556 96，038 44，813 
比率 /100% /8.6% /5.7% /11.7% /6.5% /3.0% 

トーーや…“
65歳以上人口 252，963 23，520 18，713 31，778 19，511 11，418 
/比率 /17.2% /18.6% /22.2% /18.5% /20.5% /25.5% 

トーー+ 一一ー一 1・・阿川町一一一一一一lート一一一一一一一一一
75歳以上人口

1/087，0.48% 1 10，401 8，510 14，129 8，862 5，220 
/比率 /8.2% /10.1% /8.2% /9.3% /11.6% 

65歳以上の高齢夫婦 34，208 3，326 2，602 4，504 2，655 1，416 
世帯数/比率 /6.8% /6.7% /7.4% /6.4% /6.2% /6.7% 
一一一一一一一一一一一 一一一一 一
65歳以上の高齢単身 63，686 5，687 4，591 8，451 5，267 3，678 
世帯数/比率 /10.7% /11.5% /13.0% /12.0% /12.4% /17.5% 

山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

総人口/ 137，624 71，212 97，820 195，573 155，928 287，909 
比率 /9.4% /4.9% /6.7% /13.3% /10.6% /19.6% 

65歳以上人口 21，101 16，305 16，326 31，663 19，534 43，094 
/比率 /15.3% /22.9% /16.7% /16.2% /12.5% /15.0% 

一一
75歳以上人口 8，825 7，493 6.603 13，129 7，680 17，179 
/比率 /6.4% /10.5% /6.8% /6.7% /4.9% /6.0% 
一一一
65歳以上の高齢夫婦 2，675 2，191 2，030 4，251 2，854 5，704 
世帯数/比率 /4.9% /6.8% /5.1% /5.6% /5.0% /5.0% 

65歳以上の高齢単身 5，036 4，254 4，281 7，295 4，015 11，131 
世帯数/比率 /9.2% /13.1% /10.8% /9.6% /7.0% /9.7% 

※資料:総人口 ~75 歳以上人口 平成 12年「国勢調査J

世帯数 平成 13年 1月 1日現在:京都市総合企画局情報統計課『京都市統計情報J
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京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

老人福祉センタ}
1種 9 1種 1 1種 1 
2種 7 2種 1 2種 1 2種 1 

一一一一一一一一一一一一
老人いこいの家 8 。 1 1 1 2 

一一トー一一一一一一一一一一
養護老人ホーム 8 1 。 1 。 1 

申ー 一一…一一一一一““一一一…白血泊四..，---一一… 一一一一一----
特別養護老人ホーム 45 5 1 6 1 1 

通所介護・デイサービスセンター 100 14 8 9 6 4 
一一…一一一.仲 町駒佃即時一ー自信白骨_~.!L._ー ω …一一・舗叩一一 …一…ー… 町四日山崎・u明叫肺・・・目印刷叩叩山崎駒村岡崎"哨刊申日句一町内一知命"制…一一一一一一一
在宅介護支援センター 83 6 4 9 4 4 

ケアハウス 8 1 。 1 1 。
~..，-，，-…-，----- 一…"一_.._._.-一一一一一一一-_........._-一一-_...一一一一一一一一一一一・叩ーー値目・一一司ートー一一一一一一一一一一

痴ほう性高齢者:グループホーム 21 5 1 3 。 。
一一

老人保健施設 28 1 。 7 2 。
居宅介護支援事業所 370 34 34 48 33 17 

町一一一…・・一一一一 一……ー…._....__..-一一一一
訪問入浴介護 15 1 。 。 2 。
訪問介護・ホ}ムヘルパー 172 12 14 17 17 8 

ト一一ー一ー閉山一一回幽..._.....u..舗幽白"一一ー一ー一一一 ……一一 一一一…一一
訪問看護(ステーション) 521 51 44 85 51 20 

命一一十一一一一ー一一一一一ー ω炉一一一一一ー一一ート一一
訪問リハビリテーション 127 12 13 22 16 3 

叩一一蜘
通所りハピ日テーション 83 3 7 15 10 2 
一一回一一一戸一 “ 同胴舗白 "向 。 同町明白剛 n

短期入所生活介護・ショートステイ 48 6 1 6 1 1 

山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

老人福祉センター
1種 1 1種 1 1種 1 1種 1 1種 1 1種 2 
2種 1 2種 1 2種 1 2種 1 

老人いこいの家 。 1 。 2 。 。
一一一 一一一....・e・o・...... 一 一 …白山

養護老人ホーム 。 。 。 3 。 2 

特別養護老人ホーム 4 2 4 4 6 11 
一一回但・一一 一一一剛山_.....・…m・・一一一問 _....... 

遇制糟・デイサービスセンター 7 6 9 8 8 21 

在宅介護支援センター 9 7 7 7 8 18 
一 一一一一一一一一一一 一一一一一一 一一一.圃.叩舗幽・・---叩

ケアハウス 1 。 。 。 。 4 

街ほう性高齢者グトプホーム 4 1 。 1 4 2 
-一一ト一一←一一…一一一一一 町田 卜一一一一一一一一一一一

老人保健施設 4 2 。 2 2 8 
一一一一一一

居宅介護支援事業所 31 28 23 31 26 65 
一一トー一一一一一一四『一一一一一ー 一一一一

訪問入浴介護 1 1 2 2 1 5 
"。…一一…明 日 一回巴ト一一一一一_._..-._._......_-

訪問介護・ホームヘルパー 12 17 12 12 12 39 

訪問看護(ステーション) 23 38 38 44 36 91 
一一一トー一一昨…・一一一一--即時一一……。一一…… h

..............“U・“・白 白白白
m一一 一一

訪問りハピリテーション 5 10 7 12 13 14 

通所リハピPテーション 7 9 2 7 6 15 
一一一トー叩但 h句"一一一一一一"“ h 明-- ・.............._-一一・........._..........._.....一一…"……

短期入所生活介護・ショートステイ 4 2 4 4 6 13 

※資料:老人福祉センター~老人保健施設は平成 14年度版「民生委員・児童委員手帳J

居宅介護支援事業所~短期入所生活介護は(財)京都SKYセンター「京都府高齢者総合相談セン

ターホームページ http.1/ww眠;oho-kyoto.or.jp.介skysodanIJ
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⑥その他

基本データ

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

総人口/ 1，467，785 126，125 84，187 171，556 95，038 44，813 
比率 /100% /8.6% /5.7% /11.7% /6.5% /3.0% 

山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

総人口/ 137，624 71，212 97，820 195，573 155，928 287，909 
比率 /9.4% /4.9% /6.7% /13.3% /10.6% /19.6% 

※資料:平成 12年「国勢調査」

京都市 北区 上京区 左京区 中京区 東山区

公園数/面積d 750 47 18 97 25 13 
/6，550132 /172，976 /695，000 /1，260，056 /74，343 /102，184 

一一一一 一ト一一一一一一一一一一
病院数 117 13 10 16 12 7 

'冒--
一般診療所 1，647 150 119 234 187 74 
一 一 一 一一
歯科診療所 825 72 57 96 112 30 

青少年活動センター 7 1 。 。 1 1 

映画館 27 。 2 。 17 2 
一 一 一一一一 一 ト一一一一一一一--.~

公衆浴場 364 34 41 47 49 31 

図書館 19 1 。 2 2 1 

山科区 下京区 南区 右京区 西京区 伏見区

公園数/面積d
69 26 82 58 101 214 

/334，355 /172，382 /529，171 /376，967 /1，982，340 /850，358 

病院数 8 8 7 11 7 18 

一般診療所 111 173 100 165 106 228 

歯科診療所 62 82 46 83 67 118 

青少年活動センター 1 1 1 。 。 1 

映画館 。 。 1 4 。 1 

公衆浴場 15 39 29 38 9 32 

図書館 1 1 3 1 2 5 

※資料:公園数~歯科診療所は京都市総合企画局情報統計課平成 13年版「とうけいでみるきょうとJ，青

少年活動センターは平成 14年度版「民生委員・児童委員手帳J，映画館~公衆浴場は京都市保健

福祉局平成 11年版「京都市衛生年報J，図書館は京都市総合企画局情報統計課平成 12年版 f京

都市統計書J
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111.東山区社会福祉協議会の現状と課題

東山区社会福祉協議会は昭和 27年に任意団体として発足以来，平成 14年をもって

創設 50年をむかえるなかで，特に平成 6年度区社協法人化以後の地域福祉活動の取組

みを中心として，今後取組むべき方向性を展望するために，これまでの成果と課題を 7

項目に分け分析します。

1.学区社会福祉協議会(小地域福祉)活動

2. ボランティア活動・福祉教育

3 当事者の支援 ・組織化

4.福祉サービス機能

5 地域福祉ネットワーク

6 情報収集・提供，相談活動

7 東山区社会福祉協議会

白 塑盛岡京動 ~ 

1 社会福祉協議会の基本的な活動は，住民主体の原則にもとづいた福祉コミュニティ

づくりを支援することを目的としています。すなわち，住民みずからが自分たちの

暮らす小地域において主体的に活動し，住民組織化を図ることにより ，住民福祉の

増進を図ることを目指しています。

京都市域においてはこの基本とな

る小地域を 「学区Jであるとし，学

区社会福祉協議会(学区社協)の育

成 ・支援に努めてきました。したが

って，学区社協の充実 ・発展が東山

区社協の主軸ともいう べき重要な

学区とはつ

近代の京都市域においてf 小学校区を基本に形成 ・再編

されてきた住民自治の単位である とともにI 行政末端の

必礎的単位。再編 ・分ι剖はあるものの(元)学区として

尖質的には住民自治組織の包指的基礎区域としてl 行政

1:'統計上の単位として機能している.

機能や活動であるといえます。この方針自体は，現在も変わらずに受け継がれてい

ます。
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2.東山区には 11の学区(元学区)があり，そのすべてに学区社協が組織されていま

す。最も早いもので昭和 42年の新道，貞教学区にはじまり昭和 56年までにすべ

ての学区社協が設立されました。学区社協の組織化に際しては幅広い住民の参加・

協力を得ることに力点を置きながら伝統的な地域の自治組織に依拠して進めてき

ました。各学区社協はそれぞれの地域の特性・事情にあわせて形成され，その構成

も11学区それぞれ異なる形態をとっていますが，その多くが学区における福祉，

保健，教育，防災などにかかわる諸国体・施設，関係者を含めて組織されています。

3.学区社協が発足して間もない頃の特徴的

な活動としては，新道社協が取組んだ子

どもたちを事故から守り，安全育成する

ことを目的とした“第 1種児童館の設立

運動"や，有済社協(当時の名称は有済

区民福祉協議会)の“自治・福祉活動の

拠点づくり"“児童公園の設立運動"が

あります。また，修道社協の“病院建設

場所反対運動"に代表されるような，住

民に共通して存在する生活・環境問題を

取り上げ，共通認識を基盤にその解決の

ための運動として展開するスタイルが

多く見られました。つまり学区社協の活

動の基本には，アンケートや懇談会などを通じて得られたコンセンサスを前提とし

学区社会福祉協議会設立年

畑
山
プ
ー

副
情
ι
u
c
d

清水

一 橋

ていました。このこともあり，当時の学区社協の組織形態は，町内会・自治会を中

心とする自治連合(協議)会と直接的に一体となったものが多く存在していました。

4.昭和 50年代中頃からは，学区社協の福祉課題の主流は生活・環境問題から高齢者

や障害者にかかわる在宅生活の問題へと推移していきます。これは，少子高齢社会

への対応や，障害者の自立・社会参加に関する機運の高まりなどの影響があります。

さらに，こうした社会的情勢を背景に国の福祉施策が在宅福祉路線へと移行し，地

46 

東山区社会福祉協議会
ハイライト表示



域社会における高齢者，障害者に対する福祉活動への期待が高まったことがありま

す。こうした社会状況のなか，京都市社協(当時の区社協は法人化前で専任職員が

配置されておらず，多くの場合市社協職員が学区社協支援に携わっていた)の学区

社協に対する育成・援助の手法も，在宅福祉活動のメニュー(プログラム)を提示

し，その普及に努めてきました。

5.現在の学区社協で取組まれている活動メニューの体系化である「学区社協活動総合

推進事業」は，この当時の「寝具クリーニングサービスj， r独居高齢者の会食会，

配食サービスJ，r障害者地域交流事業Jなどを原点とし，数回の再編を経て構成さ

れているものです。これらの事業には時代を先取りした先駆性に富んだものも数多

く，なかでも「寝具クリーニングサービスJは，昭和 45年に地域ニーズにもとづ

いて貞教社協が実施した布団乾燥サービスが，独居高齢者世帯等の増加を背景とし，

京都市全域にまで広がった極めて特徴ある学区社協事業の一つです。

『学区社協活動総合推進事業』

実施要綱抜粋

【趣旨】

この事業は，学区社協の活動育成を中心

とした地域福祉活動の拡充を目指し，学区

段階において具体的な地域福祉・在宅福祉

事業の実践をとおし，障害のある方，高齢

者，児童等にかかわる福祉ニーズを中心と

したあらゆる地域住民の生活課題を明確に

して，それらを住民自らが認識していくな

かで，地域全体で相Eに支えあうしくみを

考え構築していくことを目的として実施し

ます。

「ふれあうJ活動

く〉当事者同士の交流活動

・会食会・茶話会

・友愛訪問

・レクレーション等交流活動

・当事者の懇談会や交流会，当事者の会

づくり

・おもちゃライブラリ-

O住民と当事者の交流活動

-地域行事への参加促進

・ふれあい広場や福祉まつり

.世代間の交流活動

・福祉施設との交流活動

.健康すこやか学級
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「学びあう』活動

。福祉問題の理解促進のための研修会

・高齢者問題

・障害児者問題

-児童・子育て問題

。福祉問題にかかわる実技講習

-介護教室

・手話教室

・車いす教室

。暮らしの学習会

。調査活動

・まちづくり点検調査

-生活福祉問題に関する調査

.福祉防災マップ調査

『支えあう」活動

。生活・福祉情報の提供

・広報紙の発行

・相談活動

。要援護者訪問ネットワーク活動

(見守り支援ネットワーク活動)

・生活支援サービス(外出・家事援助等)

く〉関係機関，施設等とのネットワーク

づくり

。ボランティア養成活動

。在宅福祉活動

-寝具クリーニングサービス

.ふれあい型配食サービス

ミニデイサーピス

・入浴サービス(デイ銭湯)

.サロン活動



6.このようなマニュアル化された活動メニューの実施により学区社協活動は質・量と

も拡大し活性化しました。学区社協は独自の判断にもとづいてメニューを選択し，

時期を選び，体制を整えるなどの過程を経ながらこれら在宅福祉活動の実践を通じ，

具体的な住民に見える活動を行う民間組織として存在意義を高めてきました。

7. しかし，在宅福祉型の活動が学区社協事業の主流を占めるようになると，地域にお

ける学区社協の相対的な存在感にも変化が生じるようになりました。学区社協の活

動の多くが福祉分野に特化し，特定の対象者を設定した“サービス"として展開さ

れました。その結果，学区社協がとらえる地域住民をサービスが“必要な人"と“必

要でない人"という区別ができあがりました。あるいは学区社協を“サービスを提

供する側"住民を“サービスを提供される側"と分けてしまうこととなりました。

このことによって，発足当初に学区社協が有していた住民との共通認識は薄れ，活

動への参加が得られなくなってきました。対象とすべき地域住民を高齢者，障害者，

児童，母子・父子など行政施策と同様のタテ割り中心でとらえる傾向が顕著となっ

ています。

8.当初は，具体的な在宅福祉活動メニューを起点に，学区社協が地域の福祉課題を把

握し，その対策について住民との共通認識を深め，活動に積極的・主体的な参加を

巻き込んでいくことを目的としていました。しかし，区社協の学区社協に対する意

識づけが不充分で、あったために，この学区社協による小地域福祉活動の目的を唆昧

にしました。そして，事業自体を行事化・目的化させ，結果として，実施回数や参

加者数などの数値を基準に評価する傾向を強めるとともに，学区社協にとっては増

大する事業を消化していく負担感が増す結果ともなっています。また，マニュアル

化された現在の活動メニューは，学区社協の内発的・自発的な動機による新たな事

業展開の妨げともなっています。また，突発的・緊急的ニーズに応えにくいなど，

小地域福祉活動が有するべき柔軟性・即応性を阻害しています。こう Lたことから，

「総合推進事業Jの再検討や助成方式のあり方の工夫が求められています。
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「学区社協活動総合推進事業』のおもな実施状況
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9.一方，在宅福祉活動の実施は学区社協の組織形態にも変容を生じさせることとなり

ました。急増する事業に取組むため，民生児童委員や老人福祉員，女性会などとの

連携を強めたり，あるいは，独自のボランティア組織や福祉推進員を設置し，担い

手を組織化したりする傾向が強まりました。こうしたなかで，自治連合(協議)会

と学区社協を組織的に分離し，機能・役割を分担する学区が多くなってきました。

10.こうした変容は，現在の学区社協組織においては，活動が一部の役員で行われる傾

向を強くしました。その結果，一部役員の物理的・時間的な負担感をまねいていま

す。その一方で，学区社協役員ではない一般住民と問題を共有し，学区社協活動へ

の理解・賛同を得て，活動に巻き込んだりするような働きかけが不足していること

が指摘されます。ボランティアを組織した場合でも，担い手の継続的な確保が困難

で、あったり，また福祉推進員を設置している場合でも任期後は活動への参画が得ら

れず継続的なかかわりがつくれなかったりするなどの課題も生じてきています。

11.今後の学区社協活動は，柔軟性・自主性を尊重する「総合推進事業Jを基盤として

いくことが必要です。すなわち，具体的な在宅福祉活動を起点にしながらも，その
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実践にあたっては活動の対象となる住民をトータルにとらえ，地域の福祉課題を掘

り起こし，それに対する対策を学区社協が主体的に企画・実践するよな取組みを意

識的に行っていくことが重要です。つまり，在宅福祉活動の量的増産を質的に変換

していくことです。活動へは住民の積極的な参加を促進することが大切です。それ

とともに，学区社協と住民が接点を多く持ち，住民が福祉問題について学び，理解

し，共感することで，活動への参加意欲を醸成するような働きかけをつくることが

求められます。

12.ただし，このことが学区社協に対する新たな活動プログラムとして，上からの要求

にならないよう留意しなければなりません。そのためには，住民との懇談会の開催

や，現在取組まれている健康すこやか学級などの見学，福祉まつりでの PR，広報

紙などを活用して，学区社協活動へ参加することの意義を理解することが必要です。

また，それと同時に，活動の楽しさにふれる機会を広げていくことが重要です。

13.同時にこれからの学区社協はいっそう関係団体・機関，社会福祉施設，行政，ある

いは自治連合(協議)会などとの連携を強めることが必要です。さらに連携を通じ

た活動で掘り起こされた福祉課題に協力して解決を図ってし、く必要があります。な

かでも特に民生児童委員(協議会)は地域における学区社協のパートナーとして，

互いの役割・機能を尊重し合いながら，共通理解を深め協働関係、をつくることが重

要です。そして，学区の実情に応じて様々なスタイルでの関係性を深めていくこと

が求められます。

14.また，学区社協間の交流・連携を進めていくことも重要です。一部の学区社協では

講習会を共同開催し事業の充実をめざしたり，役員間の交流を図ったりする一方で

経費の負担軽減にも役立てています。区社協としても学区社協聞の実践交流や情報

交換，情報の共有化を促進することで，互いの「長Jを伸ばし r短Jを補うよう

な機会をつくることが求められます。こうして築かれた関係性をもとにして，単独

では対応困難なケースや財政的に負担の大きい場合などについては，協力して事業

に取組めることにもなります。
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15.このように，学区社Uhはこれまで活動の実践 ・実績を積み上げ，長い歴史を経過し

ています。しかし，抱えているあるいは指摘される課題も少なくありません。しか

しながら，これは学区祉協に寄せられる期待が大きいことの現れであるともいえま

す。とかく学区社協は，高齢者問題を対象とした活動を行う団体であると捉えられ

がちですが，ひとつひとつの課題の解決に取組みつつ，住民福祉の向上を誠実に考

え，多くの住民参加による活動を通じ，信頼され身近で地域には不可欠な存在とな

るよう努める必要があります。区中土協としても，学区中土協の事業は住民参加を促進

し，福祉コミュニティの創造を実現するためのもっとも重要な機能であることを意

識して，必要な支援 ・援助を行っていくことが重要です。

τ司;:z__-_" :;・

&&ポラ 二 ィ ラ;ィ』ア活動!
区 一二」ふ 竺ζF~ -.""" -~ --_-' d. 
1.ボランティア活動は，活動する人たちにとっては，生きがいや自己実現，また活動

やそれに(半う学習を通じた成長に役立ってきました。一方，ボランティアの支援を

受ける人たちにとっては，フォー7 ノレな制度 ・施策では対応できないニース、の充足

などに大きく作用してきました。社協はボランティア活動が f社会福祉への住民参

加」であるとの基本的な考え方から，ボランティア活動の推進に取組んできました。

2 区中土協においてボランティア分野における事業が大きく前進したのは，平成 6年度

の法人化以後といえます。とりわけ平成7年 1月には，阪神 ・淡路大震災が起き，

住民のボランティア活動意欲が増大しました。そしてそれらをきっかけとして，学

区社協活動や在宅福祉サーヒース活動の担い手づくりを積極的にすすめる一方で，啓

発活動としてボランティアスクーノレや養成講座の開催などを推進してきました。

3.平成9年度からは，国庫補助事業である 「市区町村ボランティアセンター活動事業j

の指定によりボランティアセンターを開設しました。従来からの養成講座や，グル

ープの組織化に加え，情報誌の発行や相談 ・登録・斡旋などvの事業を行ってきまし

た。なかでもボランティアに関する相談や需給調整を行う過程では，住民の生活 ・
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福祉問題を発見し，それに対する助言や援助，制度 ・施策，社会資源、の紹介，学区

社協や専門機関 ・施設との調整などの対応が

鳩加してきています。一方，福祉教育にかか '" 
200 

わる分野においては，平成 8年度より中学 ・ l別

高校生を対象に福祉体験事業(ユースアクシ

ョン)を実施しています。これは，区内社会

句"

" 

子岨直奇多量三市出俗字書院
~~者叡

II~ 10 附¥111 !nz 州3

福祉施設の協力のもと実施していますが，例年多数の参加を得ています 。

4.東山区におけるボランティアセンターの特徴は，一つには区内に女子短大 ・大学が

あることもあり，女子学生の活動希望の相談が多くあります。そして，そのほとん

どが児童にかかわる施設でのボランティア活動です。もう一つは，高齢者が社会参

加 ・社会奉仕を目的として活動を希望する場合も比較的多いことです。そしてその

活動は高齢者にかかわるものがほとんどです。登録しているボランティアグループ

は，それぞれ活発な活動を行っています。しかし，その多くは福祉施設での活動を

基盤とするものや，仲間同士のサークノレ的な活動を行うものが多いといえます。

主なボランティア活動 (グループ)

名 称 人数 活動場所 活動内容

くれよん陛 約 15q't 

今li~~ì児 m t(lf ，他保n間 ，
下どもから大人 高齢貯にプラ γクパネノレシ

幼稚園1 主人ホーム
アターをql心にー人}f:*劇や大型紙it}.!;などの
公演

京都府串ト字血液センター 軒~ 60 ;t， 京都府下全域 献血者時mtli動
m友 YOU 約 1 :l ~ 作日iYj

障害児町二人前サーピスを拠供.その他克杭
イベントなど

ほほえみ 約 40-4j 
東山老人デイリーピ只 刊JOn'の，1，¥1.. 開平や盤1').爪 ~J りなどのケ

ヒンター ア ぷ相同続出.センターのm仰など

大限学l謂授，，"JlU 約 (;0<<， J、;聞学問 学l剖内やその他迎励金.陶掛照での外出介
明Jや史料ii;r;勘!身の回りの介助。話し相手

占材パy ク町会 約 70 ~ 全国 主化伝'.活動{保17 指導} 。環m: 1~全に聞
十るリサイクル括動

JI!山やすらぎの会 約 :1011 見I山区内 お年寄りへの京~n:担助ゃÛ(/)回りの介助.配

企サーピス.t1l:主 .15し相手など

ありんこ且1・なのはな が~J l 0 ~
小松谷児可i'i:fiii ，点山区内 子どしたらh 絵本"読みIiIJかt士会田:M施 ま

保育園 た人Jr~酬や太担紙芝居の公証{

iI!山医師会マデックタラプ :r¥'干名 tl，'祉施設 お''''1.，りとマジァクでの問先的訓悼を通じ
て描呆を T防し.随雌刑湛"すすめる

鍋牛タラプ 車'0)154'， 見E山区内観此j也 区内の阻光地をIIjれる}jへの槻ft撚内

5.このように平成 6年度の法人化，平成 9年度のボランティアセンター開設以降，区

祉協としてボランティア活動，福祉教育の推進に関しては一定の成果を挙げてきて

います。今後，さらに事業を充実していくことが求められますが，ボランティアセ
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ンターの設置が，専任のコーディネーターの配置や，相談室の整備，活動拠点の確

保につながった訳ではなく，安定した基盤にたっているとはいえない状況です。

6.今後，ボランティア活動などの市民活動は一層広がりをみせ，まちづくりやノーマ

ライゼーションを具体化していくための大きな役割を占めていくものと考えられ

ます。しかし，これらを支援してい区社協の支援態勢は整っていない状況で、す。今

後，ますます支援態勢の充実が望まれています。

7.ボランティアスクールは数年経過し，開催目的が暖昧となりつつあります。すなわ

ち，住民を活動に導くための啓発を意図したものなのか，学区社協活動の担い手の

研修を意図するものなのか，その趣旨が不明確です。そのため，広報に力を入れて

も一般住民の参加はほとんどないのが現状です。また，住民のボランティアに関す

る意識・ニーズ把握が充分で、ないため，求める内容と実際の開催内容に聞きがあり

関心が得られないことが要因としてあると思われます。開催の趣旨を明確にしたう

えで，受講対象の特定や開催時間・場所の工夫などもあわせて必要となっています。

8.活動を希望する相談者があったとき，提供できる活動の場やプログラムが少なく，

特定の施設やグ、ループへの紹介に偏っているのが現状です。これは，その他の施設

やグ、ループがボランティアの受入れをどの程度行っているのか，どのようなボラン

ティアを求めているのかなど，受入れ側のボランティア活動の実態・認識把握が不

充分なことによるものです。また，紹介後に活動をはじめたのか，継続しているの

かどうかなど，コーディネートした後のフォローが不充分なまま終わっていること

も反省点です。住民の「何かしたいj という漠然とした要望に適切に応え，気軽に

活動に参加できるような機会の提供(プログラムづくり)を意識的に追求していく

ことが重要です。

9. 区社協がボランティア活動を広く広報する手段は，年 2'""'3回程度の全世帯に配布

しているボランティア情報誌の発行があります。また，インターネット上でのホー

ムページがあります。しかし内容の多くは，ボランティア活動の事後紹介になりが
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ちで，タイムリーな情報の提供とはいえない現状です。発行回数の拡大は現実的に

難しい実情から，ボランティアの活動実態をわかりやすく，親しみがわき，伝わり

やすい紹介とするような情報提供の手段が求められます。

10.行政あるいは関係施設・機関から寄せられるボランティアに関する相談も増えてき

ています。その内容の多くは，公的サービスにのらない地域住民の個別支援にかか

わるものです。ところが，区社協として対応できるものは限られており，組織的，

系統的な支援につながっていないのが現状です。今後は，各関係機関，特に社会福

祉施設との連携によるニーズの発見と，区社協の組織性を活かしたコーディネート

力の強化が必要です。

11.ボランティア活動は，学区社協の育成・支援のような地域住民の組織化活動とはや

や異質なものとして捉え，別個の事業の形で取組んできた傾向があります。学区社

協の活動が「古い，堅苦しい，煩わしいJと見られがちです。そのため，担い手が

得られないのが実情といえます。しかしそれとは対照に，ボランティア・市民活動，

NPOは，新たな人材・活動者をひきつけるイメージがあります。両者は，住民の

地域生活にかかわる活動実態，考え方としては重なる面が多分にあります。にもか

かわらず，まったく異なるものとしてイメージが創られることもあります。

12.区社協にとって大切なことは，住民みずからの主体的活動を活性化し，協働を促進

していく働きかけです。そのため，これらの活動は，住民生活・地域社会をより充

実させていくという共有できる目標をもった活動として取組むことが必要です。グ

ループ聞の交流を目的としたボランティア連絡会については，役割を明確にし，学

区社協やその他の当事者活動などとの交流も含めた連絡会のもち方を考えること

も必要です。

13.子どもから大人までが幅広く福祉活動に参加するきっかけづくりとして，福祉にふ

れ，学ぶ機会が用意される必要があります。ライフステージに応じた生涯学習とし

ての地域に根ざした学習プログラムの提供が重要です。とりわけ総合学習の時間，
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学校週 5日市1)実施のもとで，児童 ・生徒も地域社会を構成する一員であるとの自覚

を促し，福祉の心を育むための福祉教育 ・活動体験学習の機会づくりが重要です。

そのためにも，現在は一部担当教諭との関係性に頼っている活動を改め，教育関係

機関とのつながりを組織的に深めていくことが重要となります。また，若者の活動

支援を行っている青少年活動センターのような専門機関との連携もすすめ，互いの

共通点 ・1果題を見出し，積徳的に協働していくことも必要です。

14.区社協のボランティアセンタ一機能のもっとも脆弱な部分は，ハード面での支援で

す。すなわち，ボランティア同士のミーティングや広報の印刷など，活動に欠かせ

ない重要な作業を行うスペースの提供などができていないことです。また，財政面

での支援は，区社協単独では実現していません。今後，地域福祉 ・ボランティア活

動の発展に大きくかかわるものについては，活動の助成も検討の必要性があります。

一方，区社協組織として，将来ボランティアグループの会員加入や，役員構成への

参画を検討しいていくことも，社会福祉法においての新たな諜1mといます。

チ当事者の支援 I平均iG

1 当事者の支援も社協の重要な役割のひとつですが，これは必ずしも社協が当事者個

人に対し，直接的にサービス・援助を行うことを意味するものではありません。社

協が行う当事者の支援とは r組織化」で表現されるように当事者同士を結びつけ

ることです。すなわち，当事者同士が互いに支えあいながら孤立感の解消につなげ，

負担の軽減を図るような関係性をつくりあげ，地域での自立の促進を図るものです。

当事者は地域社会を構成する主体者であり ，地域福祉をすすめる実践者と位置付け

て参加の促進を重要視してきました。

2 この組織化を通じて，区社協が当事者自身の有する可能性 ・力量に気づかせ，また

当事者を取り巻く個別の社会的課題を明 らかにしていくことは重要なことです。そ

して，当事者の自立の促進，組織活動による生活問題の発見から解決方法の学習，
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制度 ・施策の改善に向けた提l湿など，生活や暮らしを高めていくことの支援にかか

わることは重要性です。当事者がかかえる課題を，当事者以外の人や関係機関に伝

え，地峡が共有することの意義を意識づける働きかけこそが重要です 。

3 区社協がこれまで独自に組織化 ・育成してきた当事者組織に「介護者の会」があり

ます。「介護者の会」は，介議保険制度施行前に「在宅介護者リフレッシュ事業」

や区内老人デイサーピ只センターの協力

により ，広く組織化の広報を行い結成しま

した。区中土協は，現在に至るまで事務局と

して運営に携わってきました。也ー話人会の

運営，金銭の出納，文書作成 ・印刷，機関

紙編集，会場1議1呆，講師依頼， {山機関との

調整などが主な事務局業務ですが，こられ

は活動のなかで不可欠なものであり ，決し

て軽視できるものではありません。

東山区介護者の会『つく しJ会員11

(目的)

この会は点山1;<:にIEl.Io寸る盟介護者(瓦はそ

れに吊ずる者)を介必する:主臨同士が交椛L.1I'1

械の究段ゃな此の~:J .Jを干円、 主た関illi' 1 ~ ;'/1U)'R 

縮努により介護者がかかえる柿仲的・肉体的負担

の帳M.4/(びに口1;i'1:.f.frI1lJ世j的解決を図るニとを

fI n~ と Lます，

4. しかしながら，区社協が 「介護者の会j という当事者組織の本質性を考えるなら，

区社協は，事務局機能ばかりを行えばよいというわけで、はありません。今後は，会

と事業所 ・関係機関との連携づくりを図るとともに，介護問題を介税者以外の人も

含めて地域が共有し，地域全体でその支援を考えていくような実践が必要です。あ

わせて，事務局として会員の主体性を発揮させるとともに，介護を終えた会員など

が積樋的に会運営や，現在介護中の会員の相談や支援を行うような，組織の当事者

性を重視した会づくりにつなげていくことが重要です。

5 東山区には市域にて法人絡をもち，その支部組織としての当事者団体がいくつかあ

ります.これらは長い歴史をもら，区社協の役員構成に参画しているものもありま

すが，当事者自らが生活する地域とのつながりに乏しいのが現状です。区社協に対

して，地域福祉に携わる学区社協や学区民協など，諸団体とのコーディネー トを望

む声がありますが，程i栢2的な{副jきかけはできていません。地域にどのような当事者
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が存在し，どのような生活問題を有しているのか地域は充分に認識できておらず，

当事者は地域に語る手立てがない状態です。区社協がコーディネートして，当事者

を含めた地域の生活問題を共有化するための援助を充分行えていないことは大き

な課題です。

6 当事者団体との情報交換を密にし，連携して税題の発見に努めながら区社協の組織

性を活かした地域での課題の共有化の促進，関係機関 ・団体との協働による支援の

関係づくりに向けたコーディネートが重要です。また，必要性の高いものについて

は，掘り起こされた当事者の生活課題を支援するようなボランティアの養成を念頭

においた区社協トータノレとしての事業の構築が求められます。

7.一方で行政など他からの要請 ・期待にもとづくもの，あるいは区社協として課慰意

識を有しているものなど，来結成の当事者の組織化に関しては，積極的な役割を担

っていく必要がありまオ 。またこれまで，区祉協とは直接的には接点のなかった例

えば社会福祉施設単位で組織化されているものなどについては，実態の把握や支援

の是非を含めた施設との述携が重要です。

8.当事者活動の発展は地域での自立活動の指標ともいうべきものです。地域福祉をす

すめる区社協にとって，当事者とどれほどのかかわりを持てるか，どのように持っ

かは，今後の東山区の福祉のまちづくりにとって重要な問題です。当事者からの期

待と信頼に応え，地域に根ぎした活動へと導くための区社協の役割は大きいものと

言えます。

1.京都市域においては，各区中土協の法人化により専門職員が配置された事務局を確立

しました。また，賛助会2昔や共同募金による自主財源を増強してきました。区中上協

はこうしたことを背景に，“住民に見える活動"という側面を重視したこともあり，

57 



「ふれあい型配食サービスJや「入浴サービスJ. r福祉理容サービスJ.r移送 ・送

迎サービスJ，r介護ボランティア派遣事業Jなど主に高齢者を中心とした在宅福祉

サービスが各区の特性にあわせ積極的に企画 ・開発されてきました。

2 こうしたサービスの多くは，区社協が直後ボランティアを養成 ・組織し，職員を担

当させて実施するか，あるいは学区社協を実施主体として住民組織化活動の切り口

として実施してきています。これらのサービスの実施にあたっては，社会福本立施設

や関係機関，行政などとの連携がすすめられてきました。

3. 東山区社協も独自のサービユとして，平成 11年度より「障害児者デイ銭湯事業J

を開始しました。この事業は，際害者の社会参加の促進や，地域での際害者問題の

啓発などを目的としたものです。高齢者問題偏重であった区社協事業のなかにあっ

て，障害児者を対象に入浴の湯を，公衆

浴場組合や医師会，当事者諸国体，保健

所などの参画・協力のもとで提供してき

ました。また，入浴の介助には学生を中

心としたボランティアを養成 . ~lËI.~~化し

て実施しました。その結果，さまざまな

人たちと隊害児者との交流が深まり，貴

重な社会経験の場となりました。

障害児者デイ銭湯事業実施要綱

(趣旨}

附谷呼により家庭での入mが困難なおJ1J!から，'j'年

肘のfjたちに! 広くゆったりとした銭刈で入浴して

もらえるよ う。 jlr山区世会加l祉協議会が公l1trl'iJ!Hn

告をはじめとした地域の各関係団体，¥l，びに専門機

l則 施政などの参両協力のもと 。実行委民会を結成

し1 本'1¥"，を実胞いたします白

4 当初はこの事業の希少性，特異性による話題性もあって，全国的にもめずらしい特

色める事業として各方面で取り上げられました。しかしながら，開始してから数年

経過したなかで，現在では課題も多くなりましたq 同時に，この事業を通じて明ら

かとなってきた障害者やその保護者にかかわる問題もあります。学生中心のボラン

ティアの通弊である担い手の縦令統的な確保にはじまり ，事業のあり方そのものにか

かわる問題として，利用する保護者たちは必ずしも障害児者の社会参加の場として

の入浴を望んでいるわけではありません。余11段保障としての気軽に利用できる外出

やお出かけ時のサポート，いつでも立ち答れる“居場所"のほうをこそむしろ望ん
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でいるということ，また保護者同士が情報交換や交流する場としてのサロン的な機

能の必要性もあわせて見えてきました。将来的には当事者の地域における自立生活

を充実させることを展望しながらも，サービスの維持・運営にばかり多くの時間・

労力を費やされ，充分な働きかけが行えませんでした。こうした課題も多くあるな

かで「障害児者デイ銭湯事業」については，一定改善してきているものの，今後の

事業のあり方を早急に検討する必要があります。

5.区・学区社協を問わず社協が実施するサービスの提供は，住民に対しての即応性・

明確性があり，住民の生活問題の解決に直接かかわるものとして社会的評価を高め

てきました。同時に問題に対する制度・施策，社会資源などの不充分さを補完する

面ももち，これら社協によるサービスの企画・開発に対しては大きな社会的な期待

もあります。

6. しかしながら，社協が福祉サービスを行うにあたり押さえておくべきことは，サー

ビス実施に至るまでに住民との接点をいかに多く持ち，問題を共有しその参加を得

ているのかということです。また，実施にあたっては，問題に関係する諸機関・団

体，行政などを含めた地域での支援体制となっているのかを重視していくことです。

あわせて，取組みを通じて問題の社会性を地域内外にアピールして公的責任におい

ての改善策を提起し引き出していく働きかけも重要です。住民が主体となり，地域

の生活・福祉問題を解決するために実践する住民参加を伴ったサービスである必要

があります。

7.社協が福祉サービスを行う場合，サービスを通じた当事者への個別支援による直接

的なニーズの充足は大切なことです。しかしながら，こうした観点以上に，社協の

民間性を活かした福祉サービスを地域住民の自立促進にどのように「機能Jさせる

のかということを重視した取組みとすることが重要です。
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竺竺一

1 区社協は，地域福祉に関係する住民団体や施設，団体 ・機関，行政などから構成さ

れるネットワークの集合体 ・協議体と もいうべき民間組織です。このため極めて公

共性が高く，地域の福祉問題の解決に向けた諸機関とのネットワーク ・協働関係を

すすめるとき，区社協の組織性を活かした東山区での推進役として大きな責任をも

っています。

2. しかし現状としては，地域福拍lネットワータ形成の取組みは不充分 ・未確立である

といえます。住民の生活問題に関するネットワークについて，行政が構築したもの

などへの参画は一部ありますが，多くの場合は組織上の名目的なかかわりに終わっ

ています。一方，区社協が意織的に事業活動として主体となりっくりあげたネット

ワークは恨めて乏しいといえます。

3.住民の生活 ・福祉問題は発生する要因として傑々なものがあり ，その解決には福祉

分野にとどまらない保健や医療，教育，住宅，防災などといった生活を構成するあ

らゆる関連領域との連携が不可欠であることはいうまでもありません。問題の把

握 ・発見とその対策に取組んでいくうえで，ネットワークの形成，活動の推進は緩

めて重要です。

4.区祉協において，地域協祉ネットワークの推進についての線題意識は，非常に高い

ものがあります。また同時に，関係施設 ・団体などから社協の組織性 ・公共性 ・民

間性を活かしたネットワーク形成への要請 ・期待があることも事実で，それに応え

ていくことも重要です。ネットワークの推進にあたって留意すべきことは，その形

成 ・維持ばかりにおちいらず，問題に直面する住民や当事者の生活や暮らしをネッ

トワークの活用でどのようにかかわり，支えていくのかを追求したものとすること

です。

5.ネットワークは，その対象とする問題，領域，機能などで今後いろいろな形態が考
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えられます。小地域レベル，区域レベルといった側面で形成されるもの，諸機関同

士，施設同士聞といったもの，行政 ・施設 ・社協職員間といったものなど燦々なも

のが考えられます。しかし，ともに住民の生活や暮らしをささえるという共通する

目的をもったものとして，互いの機能 ・資源、 ・情報を持ち寄り，相互に交換 ・交流

を行い，地域福祉問題の把握と対策に協働して取組んでいくうえで地域福祉ネット

ワークの重要性はますます浴しています。

[ ..  民自提供・相談活E

1.これまで区社協の事業として，福祉相談活動を積極的に方針化して実施してきたこ

とはありませんでした。しかし，ボランティアセンタ一事業や福祉サービスの実践，

また生活福祉資金貸付事業，地域福祉権利擁護事業，毎日型配食サービスなどの実

施は，住民から寄せられる福祉問題への相談対応を増加させています。

2 それら多くの相談は，単に情報の提供で済むものにはじまり ，住民の個別的な生活

問題の解決を要するものまで多岐にわたります。相談のなかには区社協単秘では解

決困難なものもあり ，関係施設や機関・団体などの協力を得て対応してきています。

一方で，様々な手段を講じても解決に至らないものもあり ，現状としてはすべての

相談に応じきれてはいません。相談活動そのものには，住民の生活問題，意識を把

握するために有効な函がありますが，日1)の形での把握のための取組みを手掛けてい

く必要があります。

3 今後，区社協に対する棉談において11!;婆となってくるものに地域福祉権利擁護事業

に関するものがあります。これは現在，京都市社協がこの事業の実施主体として基

幹的社協として位置付けられているものです。しかし今後は，国の方針により政令

指定都市においては行政区レベルにまで拡充サる傾向にあります。具体的な取扱い

については未確定なうえ，区社協としては体側面 ・財政面など様々な課題がありま

す。しかしいずれにしても，この事業の趣旨である痴呆や障害などで判断能力が不

61 



充分な方が地域で自立した生活が送れるよう支援していくことは非常に重要であ

るといえます。

4. 区社協が行っているいくつかの情報提供手段のひとつに広報紙の発行があります。

現在のところ年 1 ~2 回程度，東山区全世帯に配布しています。 またホームページ

を開設し，区社協の事業の紹介も行っています。これらは，広く住民の方に福祉に

対する理解と協力をいただくことを目的としていますが，広報紙に関しては限られ

た財源のなかで発行回数が漕やせないのが実情です。また，紙面は事業の事後報告，

挨拶が多くなり，タイムリーな内容にならないことが課題といえます。さらにホー

ムページについては専門的技術を要するため，頻繁に更新できていない現状があり

ます。

5 区社協は情報の提供に関して，住民が福祉関係の情報として何を求めているのか，

情報をどのように収集してくるのか，どのように提供していくのかを充分に追及寸

る必要があります。同時に，住民の年代層にあわせた情報提供の手段も工夫し行う

ことも重要です。

ァ;東山匡正義福祉議書室?司........!一一
hh 、 ムー・二 一0.:-_"'1でー

1.東山区社会福祉協議会は昭和 27年に任意団体として発足し，平成 6年に社会福祉

法人化を実現しました。この間，社協の構造そのものは基本的には変わっておらず，

社会福祉基礎構造改革のもと福祉環境が大きく変化するなかで，地域福祉推進の中

核を担う区社協の基盤強化は急務の課題となっています。

2.区中土協の会員構成は大きく分けて会員(一般会員)と賛助会員(特別会員)の 2つ

の会員月IJで組織されています。会員は，第 1号から第 7号までの社会福祉に関係す

る団体・機関 ・施設等が該当し，賛助会員は区社協の趣旨に賛同する個人 ・世帯と

法人 ・団体がこれにあたります。会員構成上における課題として，ボランティアグ
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ループや団体，組織化が見込まれる当事者団体などの入会の問題があります。また，

社会福祉法上に位置付けられていないものの，日常的には区社協と協力関係にある

訪問看護ステーションなど医療系の介護保険事業所などは入会できていません。こ

れらのグループ ・団体 ・事業所等の活動 ・事業は，何ら法人の趣旨と相容れないも

のではなく ，むしろ積極的に連携を強めていくことが求められるなかで，今後会員

加入を促進寸る場合，関係する諸規程の改正が必要となってきます。

東山区社会福祉協議会の組織構成

地域住民

くl号室員〉 <4号室員> く5号全員〉 1く7号全員〉

。学l互社会情相 W]~産会 。社会部祉事業施設 <>H会福祉事業団体

有済社会福祉民議会 昭和保有倒 車山区老人クラプ迎合会 東山区役所

架m社会福祉協議会 愛友保有闘 車IUIK身体樟i!i児者51.母の全 福祉部

弥栄社会福祉協議会 京福寺保育問 ~!IU匹身体障害者団体連合会 保健部

新道社会福祉協3産会 普立時保育闘 車E手をつなぐ育成金曲11支部 地域仮興課

六IJ~(社会福干l出張会 小松谷保有岡 ~liUIK迎脹会辿合会 m山 iljl~î;日

1背水社会招祉協段会 光保有閑 車IIIIKI陸自由人会迎合会

点数社会縞祉協，tA会 方に興保育問 車山区母子耳踊福祉会

修道社会福祉協話会 真iL寺保育園

一禍社会福祉協議会 京都市新道児蛮館

月給社会箭祉協議会 京都市今熊野児蛍郎 。副会福祉関係団体

今熊野社会稲祉協議会 京都市m水児童館 ~[山区日赤辛仕団

小松谷児虫館 東山区地域女性辿合会

く2号会員〉 ~1t盤老人ホームj唱京刷 :ur山保健協議会辿合会

。民生児童委n会 特別聾唖老人ホーム裕京閤 東山医師会

東山区民生児fIi:委員会 京芸軍E自!Aデイ1-ピスセント 仕郎少年捕噂香貝全

塩小路デイサーピスセンター 班山~iII!司会

<3号会員〉 京都市車山老人福祉センター 車山地区E生出謹姉人会

。共同募金会 大限学l囲 東山消防団

共同募金会東山地区主主 なづな学臨 東山巨体育揖興会連合会

京都市むくの木学問 班山匹空通安全対揮協接会

くすの木共同作業所 制E市位協力委員連結慎重吉
新明盤工lil:lラ車1I1教室 東山猷血推進:nr昏員会
ペンギンの家 京都府柔道整Ili師会車山山科
交流広場ライフアート 支部車1I1地区
平安~Tn民 京都府歯科医師会車山支部

評議員会

理事会 監事会

会長

副会長
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3. 区社協の組織体制は執行機関である理事会(定数 15名)と議決機関である評議員

会(定数 40名)，業務・財務を監査する監事会(定数 3名)があり，その他に会

員区分ごとの会員部会 (6部会)，専門委員会 (3委員会)を設置しています。理事・

評議員の選任は，会員区分ごとに定数を設け部会での協議により選出しています。

法人の代表理事である会長 (1名)及び会長を補佐する副会長 (3名)は，理事の

互選により選出されています。

4.これらの選出方法により区社協の役員体制は，区内のあらゆる公私の社会福祉関係

者によって構成されているといえます。しかし一方では，区社協の事業，特に役員

の選出母体からの発意・意思にもとづかいない独自の事業が拡大してくるなかで，

役員の執行責任意識が薄れてきていることは否めない事実です。この間，法人のあ

らゆる決定は会長・副会長及び事務局間での検討結果を理事会・評議員会で追認し

ているという傾向を強めています。

5.役員には，区社協の理念や本質性を充分理解することが必要であることは言うまで

もなく，地域福祉の推進にあたっての強力なリーダーシップが求められています。

住民生活のなかで現在どのような問題が発生しているのか，地域福祉の向上にどの

ような課題があるのかなどを伝え，同時に役員自らが解決を考え，区社協の方向性

に提起するようなしかけが重要です。

6.現在の理事・評議員構成には，明らかに不均衡な部分が生じてきています。社会福

祉の在宅福祉路線，地域志向が高まり，社会福祉を目的とする施設・事業所は区内

でも増加してきていますが，定数はこの間も変わらないままです。また，地域福祉

の推進を図るなかで，今後も学区社協の果たす役割には極めて大きなものがあるな

か，理事定数における学区社協枠の拡大は，充分検討する必要があります。

7.区社協は，平成 6年の法人化と同時に事務所を区役所から，民間の賃貸アパートの

一室へと移転しました。その後，平成7年6月に京都市東山老人デイサービスセン

ターが開設されると，事務所をその 2階へと移転し現在に至っています。現状とし
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て，事務局職員の執務室としては充分なスペースがありますが，会務運営に要する

会議室などは占有せず，法人化以後のボランティアセンターの開設や生活福祉資金

貸付事業の事務受託に伴う相談への対応には支障をきたしています。まして，住民

参加であるボランティア活動や，当事者活動に対するスペースの供与などは当然の

ことながら不可能な状態です。今後，区社協が名実ともに「地域福祉のセンターJ

として，その役割と責任を発簿していこうとするとき，充分な機能とスペースをも

った拠点の確保は不可欠といえます。役職員がこの拠点、確保の必要性を充分に認識

するとと もに，実現にむけた住民の正しい理解が得られるような実践が必要です。

8 区社協の財源の安定的な確保は大きな課題です 。平成7年度より地域福祉活動への

住民の理解と支援を広げる制度として始まった賛助会員制度による会費額は，それ

までの主要な財源であった共同募金配分金を超える実績をあげていますが，近年は

共同募金とともに減少を続けています。実際に，募集活動に携わる学区中土協の努力

にもかかわらず，今後も際立った泊加が望めないのが現状です。長引く不況，失業

率の上昇など厳しい情勢のなかで，有効な解決方法を見出すことは困難ですが，財

源使途の透明性の確保，情報の公開などを通じて社協活動への住民の正しい理解を

促進していく ことが不可欠です。またあわせて，現状の事業の見直しをすすめると

ともに，先駆的，創造的な事業に対しては，民間財団からの助成制度の活用を図っ

ていくことも必要です。

ゆ民ll~ /W :先日 ~ll ( ~煙人》

会貨収入 7，281，630内 2tJ，!)日

補助金収入 tJ.05Q，2∞r'l 13，8% 

品問募金配分""昭λ 5，747，76'1円 [9，6% 

受託金収入 4，115.750門 111.1% 

官付金収入 220，∞0問 O，8~ 

その他の収入 3，460，33u阿 11 .8~ 

総結金収入 -I，393，51tl円 15，UOA 

合計 29，269，193内 100.0% 
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共同募金配分量・臼助金輯のJtH~

9.区社協のこれまでの歩みのなかでもっとも欠けていたものは，様々な事業を行うに

あたり ，その目的とするところや事業の実施による結果に対して，客観的な評価を

行うことができていなかったことがあります。いわゆる plan(計図)・do(実行). 

see (見直し)のなかで， seeが決定的になされてこなかったために，充分な plan

の再構築につながらずに，当然ながら doばかりが際立つこととなりました。結果

として一概には言えないにしても，事業の慣例化・硬直化の傾向を強めてきました。

このことは極めて大きな反省点であり，今後の地域福祉活動計画の進行管理を柱と

する事業の評価システムの導入は不可欠な繰題といえます。
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IV.東山区社会福祉協議会の基本的方向

1 .社会福祉協議会の基本的性絡

社会福祉協議会は， i也i或福祉を推進する様々な団体により構成され，社会福祉法に

おいて地域福祉を推進する中心的な民間団体として明確に位置付けられています。ま

た，地域での住民参加の促進や，ボランティア活動の推進，福祉サービスの実践など

の実績を通じ，今後も社協の 「福祉のまちづくり Jに対して住民や行政から寄せられ

る期待には大きいものがあります。このような今日の社会福祉の情勢を踏まえながら，

社協の基本的性格を以下のように確認しておきます。

ITf.主震が主体』

住民の意思 ・権利 ・個性を尊重し，自主性を伸ばすとともに，その自立を支

援します。

IT1也mを形成』

地域を基盤とする活動を通じ，住民自治 ・地域の福制力を高め，福祉コミュ

ニティを形成します。

『民間性の発揮』

福祉問題に対して，創造性 ・先駆性 ・柔軟性のある活動を企画 ・開発 ・実施

します。

『組織力の内包』

福祉ニーズの対応に，社協の示E織性を活かし，地域諸団体や関係機関，施設

を巻き込み，協働して取組みま寸 。

『公共性の保持』

梅干止のまちづくりを，全ての住民の健康 ・福祉 ・安全の増進のために，その

視点にたち，行政とのパートナーシップを活かしながらすすめます。
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2 社会福祉協議会の基本的機能

社会福祉協議会の事業は，社会福祉法(第 107条)において次のように規定され

ています。
「一一一-

F士会協祉を同自力と寸るJji:セの企関及び実焔

。f士会福祉に問寸る活!f~Jへ山住民の参!m <lげー的<l lti.1 Jめ

。社会甘EF止を目的主 'J ' る事モ;二関する調査 . ~及 . 宣伝. 連絡， 澗2立及び助成

その他.f士会幅十止を目的主十る事業，':.f;l!全た経達金図るために必要な事業

この規定を基本に整理した区社協活動が果たすべき機能とその考え方は，以下のと

おりです。

『人将の育成』

福祉活動は，世代を問わない多くの幅広い層によって支えられるものです。

他者を理解 ・尊重し，ふれあい支えることが，特別なことでも，特定の人だけ

のものではなく，地峻のなかでごく自然に行われるためには，福祉にふれ，学

ぶ機会が必要です。

住民に福祉の心を根づかせ，地域や当事者の問題を理解する住民，対策に取

組む住民へと育むことは，福祉のまちづくりの第一歩です。学習や体験を通じ

た魅力ある学びの機会を提供し，福祉活動の理解者，担い手を育成します。

『住民参加の促進』

住民がみずからの生活や，地域を暮らしやすく魅力あるものとするためには，

その求める方向に向けて積極的に行動していくことが大切です。地域には，そ

のための学区での福祉活動やボランティアの活動，当事者の活動など，さまざ

まな領域 ・分野を対象 ・目的とする活動があります。

福祉のまちづくりの主体は，あくまで住民自身であり，その参加をすすめて

いくことが欠かせません。住民を参加に導くための，関心が高く，魅力に溢れ，

課題の解決にもつながるような，活動機会や情報の提供に努め，参加の促進を

図ります。
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『目立の支緩』

住民の自立した生活は保障された権利です。社会福祉の制度や公的サービス

は，この権利を具体化するためのものです。しかし，地域には住宅環境や交通

事情の問題などとともに，障害や子育て，介護や痴呆など，さまざ7まな生活の

問題に悩む住民が暮らしており ，その自立を妨げています。介護保険制度や障

害者の支援費支給制度などの実施にもかかわらず，所得の問題や基撚整備の遅

れなどにより，住民の自立が達成できているとは言えません。

福祉活動が目指す自立の支援とは，行政施策を補完することが目的ではあり

ません。誰もが心身とも健康 ・福祉・安全を享受できる権利を保障するための

ものです。そのための手段として住民 ・当事者の組織化活動，住民が参加する

生活支援活動の開発 ・実施，情報の提供，地域の理解の促進，相談援助，行政

への働きかけなどを通じ，自立支援の具体化をすすめます。

『ネットワークの形成』

地域には住民の暮らしを見守り支える民生 ・児童委員や老人福祉員，学区社

協のリ ーダー，ボランティアなどの活動者，また施設職員や医師，行政のウー

スワーカー，保健師などの専門職員がいます。地域の福祉問題を見逃すことな

く把握し，対応していくためには，これらの関係者や関係機関が相互に連欲し

ていることが求められます。

地域の福祉問題の解決に向け，互いの機能や実践，情報を共有し，対応を協

議する場をつくり ，実際の具体化を図ってし、くために，地域のネットワークづ

くりが必要です。公私の関係者・関係機関が孤立することなく，互いをカバー ・

フォローし合い，問題の解決，要援談者の支援に結びつくネットワークを構築

します。

『情報収集 ・発信』

住民が福祉や健康にかかわっての問題を解決するために最初に必要なもの

は，的確 ・適切な情報です。その問題について，何があれば解決できるのか，

どこが対応してくれるのかなど，悲らしに役立つ情報を，Ñf~ もが必要なときに
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得られることが必要です。また，住民の福祉活動に対する理解を促進していく

ためにも，関係諸機関との連携を図るうえにおいても，情報の収集と発信をす

すめていきます。

『調査 ・研究・提言』

福祉活動をすすめるためには，その前提となる地域の実態把握(地域診断)

が必要ですロあわせて，住民や当事者の生活や意識の把握があってはじめて，

地域の実情にあった福祉活動が展開できます。こうした調査 ・研究を通じ得ら

れた地域の問題，住民や当事者の願いを福祉活動へと活かします。また，住民

の生活にかかわる公的責任を確認・確立させるうえでの提案・提言を行b、ます。
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v. 

1 基本理念
r戸ーーーーーーーーーーーーーーーーー

理念・

この地域福祉活動計画の基本理念、を， wお互いを認め合い，お互いに支え合い，

お互いが集い合える心ゆたかな“ひがしやま"~とします。

2 基本目標

基本理念である『お互いを認め合い，お互いに支え合い，お互いが集い合える

心ゆたかな“ひがしやま"~ の実現を図るため，次の 3 つの基本目標を設定し，

東山区での地域福祉活動を推進します。

地域の自治機能の低下，コミュニティの崩壊はさまざまな生活 ・福祉問題を発生

させる要因となるとともに，問題を複雑化し解決を困難なものにしています。地域

福祉活動の大切さは，住民が地域に起こっている問題に対して，みずからにもかか

わることであると捉え，その解決をまちぐるみで考え対策に取組んでいくことを通

じ，地域の自治能力 ・福祉力を高めていくことにあります。

しかしながら，伝統的な地域共同体に対する帰属意識の低下や，さまざまな社会

的環境の大きな変化を経たなかで地域社会を「再生」することは容易ではなく ，ま

た現実的ではありません。むしろ，地域組織化活動を通じ時代に即した新たな人と

人との関係性 ・つながりを構築することによって，地域社会(公共性)を「新生J

する視点が重要ですロ

そのために，“地域づくりは人づくり ，人づくりは心づくりから"という考えを基

本に，あらゆる形態による住民参加活動が展開されるよう支援します。各種養成講
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座，研修，懇談会，あるいはいろいろな事業のなかで，地域住民の問題をつかみ，

明確に伝え，ともに分かち合い，その解決のために住民同士によるふれあい，支え

あう活動の大切さ，楽しさ，喜びを伝えながら，活動を担う幅広い年代の人材 ・リ

ーグー，ボランティアを育てます。こうして福祉活動に対する関心 ・理解を深める

ことで，住民を育成し，主体的 ・積極的な参加につなげます。

社会福祉基礎構造改革のもとで，社会的支援を必要とする人に対する公的サービ

スなど制度 ・施策は「行政による惜置」から 「利用者の選択による契約Jへと転換

されました。また，福祉り一一ピスに関する情報の提供やサービスの質の向上，権利

擁護の取組み，苦情解決の仕組みも規定され，個人の尊厳の保持 ・自立の支援とい

う本来住民が享受すべき権利性を保障する枠組みは整備されつつあります。にもか

かわらず，住民が暮らしていくうえで、横たわる生活問題は決して無くなることなく

存在しており，今後も社会状況の変化によ っては新たな問題が発生する可能性も多

分にあります。

区千土協はこういった問題に対し直接的に住民の生活支援にかかわる活動を行い，

個別のニーズ充足を図るこ とを追求する団体では本来ありません。社協が住民の生

活支援活動(ザーピス)を手掛ける際には，民間の独自性を発掃することは当然の

ことながら，原則として将来的には公的ffilj皮への移行を見越したもの，あるいは地

域での住民参加活動へと発展させることを意識的に目指して行うことを前提としま

す。

住民の生活支援にかかわっては，その生活を取り巻くいろいろな関連分野との連

携を深め，関係機関 ・団体によって憐築された協働関係による対応を図ります。区

社協はそのために組織性を活かした連絡調盟主を基本とする 中核的役割を担います。

また関係機関や住民が福祉問題に関する必要な情報を得ることは重要であり，情報

の流通に努めます。あわせて協働関係を背去とし，その共通認識のもとで住民生活

の向上を目的とする環境整備に向けたソーシヤノレアクションにも取組みます。
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υ<<3.凍止j区究会彊並協議室型基盤翠(凶1.-'"二 | 
‘ 今一 一 一一・ a 

社会福祉法の施行により地域福祉の推進における区社協の役割は明確に位置付け

られると同時に，法的根拠を伴うものとなり社協は事業，組織，財政までに及ぶ様々

な強化が求められています。

現状の区社協の認知度はまだまだ高いとはいえず，幅広い住民，関係機関・団体

などによる開かれた組織とし，信頼され，期待される区社協を目指します。区社協

が担う地被福祉推進の機能や役割を住民はもとより，まずは構成する役員が充分認

識する働きかけを行い，その強力なリーダーシyプのもとに事業を推進します。ま

た東山区が立ち遅れている拠点の確保についても，有するべき機能や運動方針を充

分に検討し実現に向けて取組みます。事業に要する財政は地域福祉の推進に不可欠

なものであり，健全化にむけた取組みをすすめます。
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3 計画の体系

東山 区地士或福祉活重D計画

[ J笠松理念]一一一一
『お互いを認め合い，お互いに支え合い，お互いが集い合える

心ゆたかな“ひがしやま..~

ljE本自i雫l

1 住民の福祉活動に対する関心

を高め，参加を促進する

2.地峻のネットワークづくりを

通じて，住民の暮らしを支える

「十
L

「
1

u正本計画]

l 学区社会福祉協議会活動の支媛

2 ボランティア活動，福祉教育の推進

3 当事者活動の支援 ・組織化

l 地域福祉ネ ットワークづくりの推進

2 情報活動の強化

3 東山区社会縞品l協議会の必雄強化 一一一 1 組織の強化 ・処点の確保 ・財政の安定
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VI.基本計画・実施計画

標目本基

「住民の福祉活動に苅する関I~\を高め，参加を促進するJ j 

1 ・ 基 本計画，. . ， ， ，¥¥¥・e・ ¥ ¥ 十 : - : 。:e.e.-:。:1

。1 学 区社会福祉協議会活動 の 支 援

.; :: 2 ボランテ ィア 活 動 福祉教育の推進 ， j 

3 当事者活動の 支援・組織化

* í住民の福祉活動lこ対する関I~\を高め.参加を促進する」 エレベーター

目槽 「住民の福祉活動r;:対する閲I~\を晶め，参加を促進する」
学区社協活動への協力・ 参画 活動の支媛 当事者の社会参加の促進

• HlJ脳解決への取組み -コーディネート機能の強化 -主観ボランティアの長成

5 - 抗~!Il由の在l航的アピーノレ -拠点.~柑品の弛附 活動拠点の陥(~

階
活動機会の拠供 ・開発

学区社協活動への理解促進 活動般会の提供開発 l-… 化支援
住民との懇談.1問題の把担 ー児車 生徒のw験プログラムの開 ・朱組織化分野での車R総化 ・[中1111づく

4 -リーグー，担い手の養成 発 .:J!縮 りに向けたイベント学習会の開催

階
他機|則と Q)5I:.縦 ・連m |川I也械福祉fm脳の普及 ・啓発 の促Ut 紹介 ・開発

学区祉協活動の充実 ポフンT イア活動の情報強化 当事者問題の啓発 ・理解促進

すこやか学級の開催 -活動克憾の担保。活動の紹介 地岐での交流船級

3 広相1紙の発行 福祉教育の取組み 学習会 ・シンポジウムの11M雌

[1皆 役n研修の~施 . ':.}:佼との辿悦 地域交航、l'業の;J.;施
-縮111:推進nQ)把!I世1 ボランティアの - 地1J!iのm!解の ~illi
組織化

学区社協活動の実施 ボラン子ィアセンヲ一事業の充実 当事者 (活動)の実態把握

-会食会 ・茶38会.ミニデイの帥1[11 -ボランティアグループ辿絡会背少 団体 ・胞，世との附報交流

2 限食布団乾燥友愛紡問の実施 年ポランティア懇議会の設1世・開催 実態澗資

階
ーホームページ.メーんによる情報の

促fJt

学区社会福祉協議会の設置 ポフンT イアセン世ーの開設 当事者活動の支嬢

-役日体制 ・組織の整備 相談 ・峨鍬紹介 ・斡肱 財政的支健

1 
縦約の制定 情報誌の発行 -介護者の会の組織化事務局の運営

階
人l"I.~1!l!の附他
ユースアクションの実施

現世 “ただいま 3階です" “ただいま 2階です" “ただいま 1階です"

計画 1 学区社会福祉協議会活動の主損 2 ボランティア活動 福祉鞍宵の推進 3 当事者活動の宜撮・組織化

75 



学区祉協の活動は， 小地域での福祉活動を展開し，住民参加による地域社会を形成

していくためにあります。すなわち，地域社会に発生する生活問題や福祉問題の解決

を図り ，住民が協力 して安心して暮らせる地域社会を形成していくための重要な組織

です。

そのために，区社協と学区祉協の役割分担を明確にしたうえで.学区社協活動が充

実するよう支援します。取組みにあたっては，学区社協と住民とが接点を多くもち，

住民の思いを活動に反映させます。こうして，学区社協に対する理解 ・共感を得なが

ら，住民の小地域福祉活動への参加の促進に努めます。また，学区中上協の役員 ・リー

ダーの養成を図るとともに，研修を通じての資質の向上を図り ，組織の強化，活動の

活性化につなげます。

く重点活動 1> 

『学区社t~役員研修の強化』

学区祉協の活動を充実させるためには， 小地域福祉活動のリーダーである役員層の

学習による育成は欠かせません。 区社協は，学区社協の役員に 「地域福祉活動計画」

にもとづく学区祉協活動のあり方を伝えるとともに，研修を通じたスキノレアップを図

ります。

内容は，学区ごとの実情に応じたものや，全学区共通のものなど， 工夫した研修の

機会を設定し，年間計画を立て体系的に実施します。

段階 活動肉容

0全学区の役L"¥や災務担当が参加lする!1}でf;fiillリJ百I-U由1の科i告 ・説明を行います.

Step 1 0それぞれの学区の役員会などへ出向き， tH聞についての;Q":比交流 ・質疑などを行

い，理解促進をliilります.

0学区社協はそれぞれ地域tioHrI活動をすすめるにあたっての訓脳を出し合い，区社

Step2 協lこ従起します.

OgfJ協は提起された政題を綾壊し，必'Aな研修内容を言1阻Iします.

0研修内容は，全学区に共通す るものと，学区ごとのものの双方を企画 ・実肱しま

Step3 す。また，学区付協が独自でも研修を合間 ・実胞できるよう支援します。

0研修実施出1・-x施後の活動の逃いを分析し，次の研修内容へつなげます。
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<重点活動2>

『住民との交流・懇談会の実施』

学区社協の活動は，住民の日常生活に根ざした活動でなければなりません。そのた

めには，住民の持つニーズや問題の把握は，小地域での福祉活動をすすめるために必

要不可欠な情報です。

そのために，区社協は学区社協と協力して，学区段階での定期的な住民との交流 ・

懇談会の場を設けます。この場を通じ，学区社協と住民との結びつきを強め，住民の

暮らしにかかわる思いを活動へ反映させるとともに，悩みの解決を図る支援をしてい

きます。

段階

Stepl 

Step2 

Step3 

<重点活動3>

活動内容

O区祉協は，懇談の対象 ・1)'1符を企町します。

0各学区社協は， IJnfmにあたっての地域J布団体との;o，¥J殺をすすめ。住民への問知 ・

広報， 会場の附[ {~~をnv 、ます。

0懇談で目民の FI百?のrTらしにかかわる悩みや思い， 地域の問題をつかみます。

0その場で対応できるものは，適切なアドバイスやfff判iの提供をすすめます。その

場で対応が困難なものは，持ち帰り|互・学区祉協で対応を協議しますー

0学区祉協活~9Jのなかで長l応できるものは， 可能な 111. りすみやかに災践するととも
に，対応した内容 結~kについては。 次回の善控訴や広報で住民に知らせます。

0区社協は，その学区祉協を支{呈するために行政やl凶係機|基l等との，;I¥Ijj!を図ります.

『広報活動の充実』

学区段階での広報活動は住民にとりもっとも身近な情報入手手段です。そこで，現

在すでに学区社協独自の広報紙を発行している学区社協に対しては，住民に必要な情

報を提供することに努めるとともに，広報紙づくりやその内容の充実を支援していき

ます。現在のところ広報紙が発行できていない学区社協に対しては，モデノレを提示す

るなど発行の支援を行います。これらのなかで，暮らしに役立つ福祉情報を提供して

いきます。

また，福祉まつりやイベント，その他多数の参加者が集う活動において，学区宇土協

活動を積極的にアピールし，地域福祉活動の理解促進に努めます。
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段階 活動内容

0広報紙が米発行の学Inl:W，については，当面はiN::]2回の発行を日J目して。紙而

Stepl 
モデノレの従示，時らしに役立つ情報の舵供をすすめます 。

0広報紙が発行できている学区社協についても，発行回数i円，紙{而の光xーを図るた
め。拘11主する約制lの提供をすすめます.

0研修の機会なども通じ.広報紙の紙而づくりについて学ぶ場を設けます。

Step2 Oll;jill紙づくりが科，0:，協ノ]できるといった地域の人材を区 ・学区位協で後成 ・必
wするなど体制而強化などに℃犬しま寸 a

一0学区ごとに特色ある，ユニークで拡らしに役立つ紙前をつく っていくために必~

Step3 な機材や人材のliull札業百のlJilJ:iiをすすめま寸 .
0学区社l品1111 で広印紙を交挽しあい情報の共有をすすめ。 ~i(而の充実につなげます。

『参加型活動の充実』

健康すこやか学級，会食会 ・茶話会，ミニデイなどは多数の高齢者が社会参加する

食重な機会です。学区社協は，それぞれの事業の対象者 ・方向性などを明確にすると

ともに，各々の事業が可能なI¥Nり参加者のニーズ‘に即した内容のものを実施します。

また，常に高齢者が気軽に参加でき，地域での仲間づくりに結びつくような運営を

すすめます。

『訪問型活動の充実』

配食サービス，寝具クリーニングサービス，友愛訪問などは学区社協の活動者が個

別に対象者世帯を訪れサービスを提供している活動です。これらの事業の目的は，サ

ーピスを提供するだけではなく，対象者を訪問することにより，世帯の実態把握や見

守り活動をすることも重要な目的です。

今後は，これらの目的をはっきりと位置付け，活動を強化し，学区祉協と住民の信

旗関係を深めます。

『生活支媛活動の企画』

地域で高齢者や，障害者が暮らしているなかでは，様々な 「困りごとJがあります。

そのなかには，住民同士の結びつきや支えあいて台車決できるような，例えば外出する

際の付き添いや，ごみだしなど簡易な家事の援助のようなものもあります。

区社協は，これら住民相互の見守りや支えあいによるインフォーマ/レな生活支援活

動についての先進事例を研究し，その結果，学区の実情にあった生活支援活動を企画
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し，可能なものから実施します。

『モデル事業の実施』

区社協は，学区社協からの各学区の特性，地域事情，福祉ニースなどにもとづく独

自の自由でユニークな発想 ・企画による事業をエン トリ一方式により実施します。実

施内容によっては全学区に共通する取組みとして普及を図ります。

『財政支緩の改善』

区社協は，学区中土協事業への財源の効率的な執行を図るために，実態と事離してい

る助成方式を早急に改善し，事業の充実を財政面から支援します。あわせて，地域福

祉活動計画で掲げられた重要な活動へは，重点的に配分します。

『ボランティアの育成と個人参加の促進』

区社協は，学区千土協活動に賛同し，協力するボランティアや特定の経験 ・技術を活

かしたボランティ アを区域レベルで募集 ・養成します。学区社協は，広報活動などを

通じ，学区レベルで活動への個人参加を広く呼びかけます。

『福祉准進員の設置の促進.活動の充実』

区社協は学区社協とともに，福祉推進員の設置を全学区で取組みます。その場合，

mt止推進員は自治会 ・町内会の規模に応じた選出を図ります。設置済みの学区中土協に

ついては，福祉推進員の役割を明確にし，地域福祉活動の理解を深めるための研修会

を開催し，活動の充実につなげます。

『学区社協の活動交流の実施』

区社協は，学区社協の活動実践の報告 ・交流会を隣催し，学区社協聞の情報交換を

図り，活動の充実につなげます。特に，近隣の数学区祉協聞の情報交換や連携を重視

し，可能なものは共同事業に取組みます。
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『学区社協組織の強化』

区社協は学区社協ごとの役員会などで?地域福祉活動計画及び年間事業計画の説明

を行います。学区社協役員はそれをもとに事業計画を立案し，年度終了後は活動の振

り返りを行い，次年度の活動の充実につなげます。

また，学区社協は事務局機能や専門部会の設置など組織の強化を図ります。

『関係機関・施設・団体との連携』

学区社協は，地域の関係諸団体なと'に対する学区社協活動の啓発をすすめます。特

に民生児童委員(協議会)や社会循祉施設とは懇談会をもつなど情報交流，活動の連

携を深めます。区社協は，区域レベルで学区中士協と関係機関との連携がすすむよう，

部会や懇談会等を通じパックアップしていきます。

ボランティア活動は， 参加を通じて地域での住民同士の結びつきゃ支えあいを深め

る食重な機会です。また， 何らかの問題によりボラ ンティアの支援を必要とする人に

とっては，地域での暮らしを豊かなものにする重要な活動です。このため，ボランテ

ィアについての関心を高め，実際の活動者へと結びつける取組みをすすめます。特に

情報活動の強化，スクーノレ・入門講座による人材育成をすすめるとともに，グループ

と他の住民参加活動との交流 ・連携を図ります。

児童や青少年たちは，社会の一員であり ，今後の地域を担う大切な財産です。彼ら

が将来，地域で支えあいながら暮ら していく ことが “特別なこと"ではなく ，“自然

なこと"として考え育つためには，子どもの頃からの福祉の心づくりが重要です。そ

のために，児童 ・生徒に対する福祉教育を教育関係者との協働によりすすめます。

く重点活動， > 

『ホランティア育成の強化 〈スクール ・入門講座の充実)~ 

住民のボランティア意識を向上し，自主的な活動への参加につなげるための講座を

開催します。内容は，ボラ ンティアについての基本や，実際の活動事例など関心を呼
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びやすいものから実施し，年代や階層を考慮した開催を図ります。企業や学校，商底

街など幅広い参加を呼びかけます。

また，当事者組織や施設，関係機関，行政などとも協議しs 一定の知識や技術を必

要とする支援ボランティアの養成講座についても企画 ・実施し，活動への参加を図り

ます。

段階 活動内容

Oボァンアイア百!切jの入門講座としてまず，年IIIJ1回限度 rJ，li礎;昨11lJを開陥し，

Stepl 
ボランティアの越本や考え方などについて学び，参加意欲のl門illiを図ります。

0活動希望者の相談内容から1 年IIIJ1問411皮， 関心の前いもの(例 点字 . ~

記)などJ昨j主に取り入れます。

0特定の組織 ・企業と協議し，その飢l止に適当な説伎の内容を企町 ・実施しますa

Step2 0主に「法的al~J1iJ 修7者を対象とする只キノレアップ誠j坐として，実際のn!i助事例
の報告，活動J.ldfi師の見学会などlJillY!Jしま寸.

0関係機I~J等と部会や懇談会などで， '1とめる支俊ボランティアについて協議し，介

Step3 ~ß!ボランティアや外出支mボランティアなどを養成する講肢を 1II I00，します.

0特に学生に対する広報を弛iくすすめ， JE彼ボランティアの~"止を図ります。

<重点活動2>

『ボランティア関連の情報活動の強化』

ボランティア活動に関心のある人に対して，実際に活動に結びつくように，情報を

分かりやすく届くよう提供します。まず，把握しきれていないボランティア活動の実

態について，関係施設・団体，学校などと協力して情報を収集します。収集した情報

をパ ンフレットにして活動希望者への紹介に活用します。

より多くの住民に情報提供を行うため，関係機関はじめ，学校，企業，庖舗，駅な

ど人の多く集まる場所に掲示板の設置を依頼します。また，年代に応じ，例えば学生

などの活動希望者には.Eメールによる情報発信を行うなど工夫します。

段階 活動内容

0施設 ・ 間体，学校等に対するヒヤリ ングや別抗による~fl1\ j也被を行います.

Stepl 0京都市初制ボランティアセンターとのw事11リンずにより，迅itliな十Jf報提供をすす

めます.

Oヒヤリングや調査をもとに，活動iil介パン7レyトを作成 .í'ít~IÎ します。

S回p2 0関係機関や学校，企業， EE品!i， i¥Rなどを訪問し.fN制1促ijb掲示舷の設置を依頼し

ます。

Oi1frmA紹介パンフレア トは， J詰低隔年で!E新します.

Step3 omm!J1iiS'HII.t!i:，v，-のEメーノレアドレス艇を絵師1It.....随時ボランティア情報を配信し
ますa
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く重点活動3>

『教育機関等との遠権による信祉毅育・体験プログラムの企画・実施』

区域においては，高等学校との懇談会を， 学区域においてはモデル的に小 ・中学校

や PTA，主任児童委員，学区社協，施設等を含めた連絡会を設置し，福祉教育 ・ボ

ランティア体験学習に関する意見交流・情報収集を行います。これらの協議 ・意見を

ふまえた学習内容を学校や地域の特性にあわせて企画し，総合学習をはじめとする学

校カリキュラムのなかで実施できるよう学校との連携をすすめます。また，学校にお

ける福祉教育関連の委員会などには，積極的に参画を働きかけます。

段階 活動内容

O同等学校との:j!¥，談会をIliHml，乍校サイドの取組みゃ:ll':t!，区制協の福祉教育ーに

Stepl 
闘する考え方などを意凡交検 します.

Oモデノレとして ， 小学校に|品l係する学区 rl : 1品 ， 主任児llÎ委只 • !J1!!設と学校教諭.PTA 
とを対U!Iこ怨技会をIJilH.l， t日Id教育にl民|しての:0:見交換を行います。

Oモデノレ小学校以びß~~IIの高等学校lこ|刻して，学校と区社協が望むそれぞれの焔布|

Step2 教育の内総をすり合わせ，学校ごとにテーマを設定した体験プログラムの内務を

協議します。

Oプログフムのl位制jは，心づくりをj{(視した綿布t.ボランティアi6!fOJの基峨挑j韮か

Step3 らはじめ(年IIIJ3 回程度上実際の付、験 (μi校生は主にユス了~"，:r)へとつなげます。
0高等学校1111の体験の情報交流を行い，日にの学習内岩手の充'kーを図り ます。

~)舌動機会の渥供・開発』

ボランティア活動を希望する人に対して，参加機会を提供するために，入門講座修

了生に対するアンケートの実施や活動相談者の希望を踏まえ，その内容に沿ったプロ

グラムをつくります。

また，新たにボランティア活動を始めたい，グループを立ち上げたいと いう相談を

広く受け付け，必要な情報の提供，関係者との連絡調整などのパシクアジプを積極的

に担います。

『情報誌の充実』

全世帯に配布している情報誌 「スクラムj を定期発行し，内容は広く区内のボラン

ティア ・市民活動の実態を伝えられるよう，わかりやすくユニータな紙面づくりに努

めます。
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『施設 ・当事者グループとの遥控室』

住民からの活動したいという希望をつなぐには，施設や当事者サイドがどのような

活動を求めたいと考えているのか把握する必要があります。また，これら受入れ側で

コーディネートにあたっている職員などとは，ボランティアに関する共通認識を深め

る必要があり ます。このため，懇談会や実態調査などを通じた情報交流 ・意見交換を

すすめます。

『ボランティアグループ連絡会の開催』

活動の情報交換や親睦の場として，ボランティアグループ連絡会を定期開催し，互

いの活動の交流，活性化を図ります。同時に，ボランティア活動上における課題を出

し合い，解決を図るなどボランティア活動の振興に努めます。

『ボランティアグループ・学区社協活動交流会の開催』

ボランティアグ、ノレープ，学区社協にかかわらず，その活動は住民の参加によりすす

められている活動です。区域 ・学区域で活動しているお互いの実践を交流し合うこと

で，日常的な協力や連携をすすめ，それぞれの活動の活性化につなげます。

『活動への助成，問成情報の提供』

ボランティアグループが活動をすすめるには，資金は欠かせません。グループの活

動状況を半IIWrし，地域福祉の向上や市民活動の活性化につながるものについての助成

を行うとともに，民間財団等の助成情報を伝えるなど財政的な支援をしていきます。

『機材の整備.活動処点の確保』

区社協の拠点確保とも連動したボランティア・市民活動が活性化するために必要な

拠点の確保について取組みます。機材の提供については，ボランティアグ.ループなど

の意向を踏まえ，計函的に整備します。

『青少年ボランティア懇談会の開催』

ユースアクション(青少年福祉体検事業)や，新たな福祉教育 ・体験プログラムに
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よる実践の交流を行います。また，多彩な青少年活動が展開されるよう ，青少年活動

センターとの日常的な連携を深めます。

子育て世帯，障害者，高齢者，母子 ・父子世帯， 介護者家族などの当事者による活動

は，地域でのノ-?ライゼーションを進めるうえで重要な活動であり，その社会参加を

促進し，自立を支援する取組みを行います。

まずは，当事者や当事者団体・ グループとの交流 ・情報交換をすすめるなど，当事者

の生活問題を把怪 ・分析し，地域での理解の促進に努めると同時に，解決の支援を図り

ます。また，当事者の地域参加を促進するために，交流事業や学習会の開催を通じ，仲

間づくりに結びっくように支援します。

く重点活動 1> 

『当事者の生活問題の把渥と共育の促進』

当事者の社会参加を支援していくための基礎的な情報として，まず当事者が暮らし

ていくなかで直面している問題について，当事者組織や施設との連携を密にしながら，

調査や懇談等の手法により把握します。明らかとなった問題は，学区社協をはじめと

する地域諸団体や関係機関に対し，懇談会や広報活動を通じ伝え，問題の共有化をす

すめ，支えあうことの理解促進を図ります。

段階

0社会前祉施設 ・当事者団体と部会得のなかで，J芭設利JTJ者 団体会民の生活問題 l

Stepl の実態把般について~凡失流を行います。

0調査・アンケート裂を作成し，胞設 ・団体の協力のもと実施します。

Step2 0当:;:Ji者団体とは，個別ヒヤリングなども行い。実態をJ凶躍しま寸 。

0収集した結保の軒i告iliを{乍成します.

Step3 O地域で行う jt¥談会や，区 "学区祉協の広報活動のなかで，広く当事者の生活問題 |

を{ほえます.
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『子育てサークルの支媛，子育てサロン活動の企画』

子育てサークノレ活動を行っているグループに対して，必要な情報の提供や助成制度

の周知を行い，活動を支援します。また求める拠点の確保については，地域諸団体や

関係機関に子育て支援活動の重要性を伝え，協力を呼びかけます。

区域レベルでの子育てサロン活動に関して，福祉事務所や保健所とも連携しながら

学習会やイベン卜を通じた取組みをすすめます。

『障害者の地I或参加の促進』

障害のある人が，いつでも気軽に集える居場所づくりとして，障害者のサロン活動

について先進事例等を検証し，取組みを開始します。また，際答者の余暇活動の支援

や，外出の支援，当事者による生活支援活動に協力するボランティアの養成 ・募集を

すすめます。

『精神障害者・家族の組織化の支緩』

保健所や共同作業所と連携し，こころの病を持つ当事者やその家族の組織化をすす

めます。地域への精神保健福祉に関する啓発をすすめ，こころの病についての理解促

進を図ります。

『介護者の会の自主運嘗の促進』

広報活動を強化し，活動の理解促進と会員の増強を図ります。介護保険事業所等と

は交流 ・連携を深め，問題の共有化を図りサービスの向上とあわせ，介護者の負担軽

減を目指します。また，介護 OBによる活動への参画を呼びかけ会運営を強化します。

他区の介説者の会とは連携をすすめ，互いの活動の交流を図ります。
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。釜本目標2:

「地域のネットワークづく りを通じて，住民の暮 らしを支える」

基本計画 J

• • • 

1 地域福祉ネットワークづくりの推進 人

，'， 2 情報活動の強化

女「地I或のネットワークづくりを通 じて，住民の暮らしを支える」エレベーター

自慢 r地鼠のネットワークづくりを通じて，住民の喜らしを支える」

問題の把径・対策のネットワ ウの取組み 情報の循環・流通
間!，W ニーズのキヤシずーから，!N仰の挺供， 関係機関 施設がfff械を求める住民に対l.-，

5 コーディネート，個別主mまでのf七荷主t重体制 いつでも必且jな情報を提供できる状態
階 地域揃llt織利擁護'1'業によるほ助

地域の理解の促進 情報の共有
- 民!t児抵号~J~ ， 主任児!i!委以， 主人 f福祉]1，学 l則係，(，'1ロ'11:による情報の授受 ー指摘

4 区位協，協祉推進日をはじめとする地域のキー
階 パーソンとの見守り ・支えあいに対する共通認

般の町民立

施設 ・事業所との逮携 情報の伝達
地峡子育て主嬰ステーション侵版施設共同 -わかりやすく伝える手段

3 作業所，在宅介護支mセンターとの辿棋による 対象に応じた媒体の活JIJ
階 共通認識の確立

行政との共通認識の確立 情報の確保・分析
-ニニろのふれあいネy トワーク.子rrて支援制 関'/i"研究の実施

2 般会議への容函 ー相談によるfr'l'fil暗jfl:
階

障害児者デイ銭湯の実施・拡充 情報の提供
ぼ日li会・裕場組合 当市者間体とのlllW~ 'Jj;，柑紙の先行

1 斗L校，rTAとの辿悦 -ホームページのIliIlIl!
階 学区制協での交流事業の実施

現jI; “ただいま 2階です" “ただいま 1階です"

計回 地続福祉ネットワークづくりの推進 情報活動の強化

L1 ッ二訂て予ナプ?十 E 
ノーマライゼーションをすすめるために，住民の生活支援を地域福祉の関係ネ ッ トワ

ークにより 行います。 行政とのパー トナーシップの強化をすすめると ともに，その所管

する既存の連絡会・ネッ トワークには税悔的に参画し，住民の生活・福祉問題を共有し，

協働して解決を図ります。区社協の組織性を活かした関係施設，団体 ・機関とのilii携を
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強め，課題の発見 ・把握から共有，支援に至るネッ トワークづくりをすすめ，誰もが安

心して暮らせる自立生活支援体制の構築を目指します。また，ネットワークの取組みを

背景とし，行政にとっても必要な実施すべき，あるいは改善す八き問題を提起・提案し，

安心して暮らせる地域づくりの形成をすすめます。

く重点活動 1>

『福祉のまちづくり推進懇談会の設置(区役所との連舞強化)n 
地域住民の生活を支える公約機関である区行政と民間団体である区社協とで，福祉

のまちづくりをすすめるための公私協働による懇談会を設置し，東山区の総合的な地

域福祉のネットワークをつく ります。そのなかで，協力して地域に起こっている問題，

埋もれている住民の生活意識 ・実態を把握し，地域福祉をすすめる うえでの課題を共

有します。そして，互いの持つ機能や情報，資源を持ち寄り，課題の解決策を協議し，

それぞれの役割分担のもとに取組みます。

段階 活動内容

0区役所の地域侃liIにかかわるJ担当者及び区社協担当者による険討会議をJ11回程

St.epl 
度!日JOH"，そのなかで地域1日M推進のすすめ方 ・あり方について協滋します。

0対象分野ごと(兇蛍 l昨l!J. ~';i/!i?iなど)のa!t!題，学区ごとの慨はjなどを提起しあ

い.わかりやすい具体的な活動1'1Ji:iを段定します。
0区役所との辿悦のもとで1 区域の全体的なネ ットワ クをつくります.

Step2 O可能なところから学区レベルのヰットロータづくりをすすめます.

O区岐 ・空宇l豆岐のネントワークで{1'1I1J/u:低 1つのEE題項目を設定し，解決に取組み

Step3 
ます。

01つのaf!W解決に対するI1矧lみillJ後のJ'I'f，1fJ・探り返りを徹底し。不備の是正，日〈

の課題に11il*11みます。

<重点活動2>

『子育て支媛ネットワークの縫進』

子どもを安心して産み，育てられる地域づく りは，少子化がすすむ東山区にとって

重要な課題です。母親が地域で孤立せず，安心して子育てができるよ うに，子ども支

援センターと連携しながら，子育て問題の発見から対策に至る協議・支援体制を築き

ます。

また，地域子育て支援ステーション等保育園や児童館とも協力し，地域に子育て問

題についての理解を促進 ・普及させるために，地域諸団体とのコーディネートをすす
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めるとともに，地域での懇談会や区域でのシンポジウムを企画 ・実施します。

段階 活動内容

O子ども支殴センタ と 述tl~~ L.. 全体的な区域のネットワ ずのすすめ方あり方

Stepl 
を協議します。

O月 1四位ilfhYi成するl民l係機関とのJ担当身レベノレでの約十'11交流を行い，ワ タショ

ップなどでそれぞれ|別府議闘がもっ阪1I¥'J・ 課題をU:Iし合います.

Oft*Mll5JII ( I!;~~!~ ' Ji~~~f. 地域 保坑， I'JJ北支暖など)のネ シトワータを小チームで

Step2 形成し。|特JJI首長l立のfJf朝i交流，カンファレンスなどを通じ aぷ姐iの解決をすすめ

ます.

0小チ ムでの取嗣lみ， A改組を区域のヰyトワ クに持ち上げ.研修会等を通じ全

Step3 
体のJげf化をすすめます。

O子育て11¥1姐の理解促進のために，シンiftジウムの削1院や地域懇談会での持及を凶

ります.

『共同作業所連絡会の設置・運営』

他分野の共同作業所聞の情報交流をすすめ，共同作業所における障害者問題の把鑓，

解決に向けた連携を図り ます。

『障害蓄支媛ネットワークの推進』

障害児者デイ銭湯実行委員会の構成団体である医師会，浴場組合，当事者団体，ボ

ランティアグループなどと ，デイ銭湯事業の展望とともに隊害児者への新たな生活支

援事業について協議します。これら関係ネットワークとの連携のもとで，障害児者の

自立を支援 します。

『こころのふれあいネットワークとの連控室』

保健所と連携し，精神障害に関しての地峡の啓発 ・理解の促進を図ります。当事者

及びその家族の支援 ・組織化やサロン活動の研究をすすめます。

『在宅介護支緩センタ一連絡会との連第』

介護保険制度下における要援護高齢者 ・家族の実態に関して，情報交換 ・意見交流

を図るとともに在宅生活支援について，地域のイ ンフォー7 ノレなサービス，八材，そ

の他社会資源のコーデイネー 卜を行いますロまた，段階をおって介護保|食事業所聞の

共同カンフア レンス，情報交流，共聞事業の企画などに取組みます。
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『老人クラブ・老人福祉センター・いこいの家との連携』

高齢者の地域での仲間づくり ，生きがいづくりをすすめる関係施設 ・団体との連携

をすすます。特にこれら団体 ・施設の活動と区域 ・学区域段階の関係機関や地域諸団

体とのコーデイネー トに努め，共同での事業や取組みがすすむよう支援します。

rr IJ ¥:t出i或福住ネットワークの企画・縫進』

民生児童委員 ・主任児童委員，老人福祉員，学区社協 ・福祉推進員をはじめとする

地i撲の福祉活動実践者と，住民相互の支えあいについての共同 ・

連帯意識を高めるための懇談会を開催 します。地域特性をつかみ，起こっている問題に

対してはすばやくキャッチし，必要な情報提供，協力者の確保，専門機関へのコーデ

ィネートなど住民にもっとも身近な生活図域での支援体制づくりにつなげます。

『政策の提言』

福祉問題をはじめとする行政施策の充実 ・改善に向け，住民サイドからの要望とし

て取りまとめ，関係ネットワークとの連携により提起 ・提案します。

rr:t自滅福祉権利i議護事業の縫進』

国 ・府 ・市の動向をふまえ，高齢者及び障害者の地域生活における権利保障の取組

みを京都市社協との連携のもとにすすめます。生活支援員の確保，地域での権利擁護

(保障)問題の普及 ・啓発をすすめるとともに，支援のための関係者 ・社会資源との

コーディネー卜に努めます。

E 
地域に起こっている問題に対して，必要な情報があることで解決できることは少なく

ありません。広報紙の充実はもとより，住民 ・当事者が求める福祉関連情報や地域にお

こっている問題の把握を行い，分析に努め提供手段の工夫 ・強化をすすめます。
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<重点活動 1> 

『保健福祉に関する相談機関情報集の発行』

住民が何らかの生活 ・福祉問題に直面したとき，対応してくれる相談窓口があら

かじめ分かっていれば，速やかな問題の軽減 ・解決に役立ち，また安心感にもつな

がります。このため，住民の暮らすのなかでの子育てや，心身の障害，介護や痴呆

など保健福祉にかかわる相談に対応している施設や機関などの事業内容や取組み

の情報を集め，報告集としてまとめ，分かりやすく 住民に提供します。

段階 活動内容

0保健結社の行政機I~Iや|剥係随設 ・ 間体などに協力を 11干びかけ， 必~資料を収集す

S匝 pl るとともに。それらを通 じ新たな事業叶，のj，'f仰を宛品11します。

0収集した仰械を分かりやすくl凪りま とめ 住民のれらしに役立つ1'11談機関情報集

Step2 の原案を作成します。

0抑制lJ長の内管をホームベージにJ札li¥eしたり ，仰談機Il¥I叶，の V/クをすすめます.

0氏IIIJ助成財Fljなと'の助成11111.立を活IfIL，その資金を件て「作らしに役立つ情相liliJ

Step3 として印刷・ 製本しl 全i制作配布の34現在 FI指 します a

『広報紙の充実』

広報紙 「ひがしやま」は可能な限り発行回数を増やし，福祉関連情報の提供や地域

の活動状況を広く伝えます。また，障害者や高齢者など対象を設定した情報の提供に

も取組みます。

『インターネットの活用』

ホームページの充実を図るとともに，更新に携わるボランティアを募ります。関係

機関 ・施設にもホームページの相互リンクを呼びかけます。

『情報混i共手段の工夫・強化』

ボランティア関連情報ともあわせ，関係機関はじめ，学校，企業，1苫締など人の多

く集まる場所に掲示板の設置を依頼し，住民生活に身近な場所での情報提供をすすめ

ます。
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『生活意識・実態調査の実施』

行政や地域諸国体とも協力し，住民を対象とする調査を実施し，広く東山区で生じ

ている生活 ・福祉問題を把握します。但援した問題の解決については，社協の地域福

祉活動への反映や，行政施策への提起などを行うとともに，ネットワークと協働した

解決に取組みます。

『相殺対応』

様々な問題を抱える住民からの相談に対して，その人に的確 ・適切な制度 ・サービ

ス，機関の紹介などのコーディネー卜に努めます。また記録を整備し，相談の内容を

分析し事業に反映します。
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二¥基本目標3:・

「東山区社会福祉協議会の基盤強化J '， 

基本計画・

1 組織の強化 ・拠点の確保 ・財政の安定・0 ・
ーー.. . . ， .・ 4 ・・ e

ι1  ・・.• . • . . . • 

会 「東山区社会福位協議会の基盤強化」エレベーター

目樺 「東山区社会福祉協議会の基盤強化」

住民・関係機関・行政からの信頼・期待の醸成
住民が安心して梓らせる生市 街制のffi!J!づくり

5 地.. 虫1日iII打I:illiに製する拠点耐似の機量liの日まり
階

社会福祉協議会への理解の促進
'fl'助会員の別強

4 般極的な参加 ・述悦 協働

階

事業目的の明確化
事業に対する役職ぬの芭織 l'l任感の向上

3 ， )I ~業詳細iの磁立

階 開かれた区社協づくり
刺広い!l'民機関の谷町による組織
， JI~業 ・ 財政のfl'I報公 1111

東山区社会福祉協議会の活性化
地域稿祉活動計聞の策定

2 
階

東山区社会福祉協議会の法人化
怯人f.j;巾jの硝立

1 専任職員の但舵
階 -自主財自立の航保

-ボランティアゼンターのIJllf&

現状 “ただいま 2階です"

計画 組織の強化 ・拠点の確保 ・財政の安定

東山区の地域福祉推進のためには区社協の基盤強化が不可欠であることを住民，福祉

関係者，役員の共通認識とします。そのために，特に役員研修の充実を重点的に行いま

す。地域福祉を推進する中核組織にふさわしい，充実 した組織 ・機能 ・財源を有し，住

民から信頼され期待される区社協づく りをすすめます。
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く霊点活動 1> 

『役員研修の強化』

地域福祉をすすめる社会福祉協議会の機能と役割，責任について，役員を対象と

する研修を体系的にすすめ，役員がリーダーシップを発保するもとでの法人運営に

つなげますロ研修の内容は，役員の関心が高いもの，役員の企画によるものなど工

夫して実施します。

段階 活動内容

O正副会長会議で研修体系の協議をfj'，、ます。

Stepl 0全体研修品矧別研修.会fl区分別研修，新任役只研修など対象 ・内容の大枠を

設定し体系化します.

0年!日11回の新任1比五i研修を企画 ・実施します。

Step2 0全体研修. il!l~!.!!1別研修をそれぞれ年間 l 回実胞します. 研修災施後は討論やア ン

ケー卜を必ず行い，炊の研修内容や事業への反映に活かします。

0年11¥]-つのテーマを決め，それにt;，づく 研修会を1m1ti¥L.議論 ・協議を経て役員

Step3 。〉企闘による伏イj'.iJl'の 'IÇ~を必ずーっは設定し， 取組みます.

『担当理事制度の俊討』

理事が等しく法人運営に参画し，執行'iH壬を分担することを目的に，他都市中土協の

先進事例等を参考に. HilJ度の導入の是非を検討します。

『監事会の活性化』

年間事業 ・予算の執行に関して 2 その進捗状況の確認及び意見具申のための監事会

を四半期ごとに開催します。

『一般会員加入の促進』

ボランティアグノレープや当事者組織などの市民活動団体， 訪問看護ステーション，

居宅介護支援事業所などの法人JJIl入を促進します。必要な諸規程の改正などについて

は随時行います。

『苦情解決の推進』

法人の事業に関しての苦情，不満，疑問を広く受け付け，適切に対応するとともにa

役員会にて報告し，共通認識のもと事業の向上 ・充実に努めます。
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『総合福祉センター整備に向けた調査・研究・運動』

地域福祉の拠点づくりに向けて，プロジェクトを設け協議・検討を開始します。そ

の際，役職員はもとより住民や行政，関係機関の理解が得られるように取組みます。

『自主財源(賛勧会員・共同募金配分金〉のi曽強』

賛助会員については，世帯加入を重視して取組むこととし，特に法人加入を促進す

るために，訪問による説明などで加入促進を図ります。共同募金配分金については，

年間執行計画及び報告について，共同募金会地区支会と懇談会を開催するなど，地域

福祉活動への共通理解をすすめます。

『民間朗成制度の活用』

地域福祉活動計画に関連した新規事業や，先駆的事業などに対して民間助成制度の

活用を積極的にすすめます。

『既淳事業の見直し』

既存事業の見直しをすすめるとともに，地域福祉活動計画において優先されるもの

に対して，重点的に配分し執行します。

『情報の公開・透明性の確保』

地域福祉活動への正しい理解と協力をすすめるため，区社協の事業や財政の執行状

況の情報を広く公開するノレーノレを定め， >1'とめる人に対しでも走f共します。
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学区社会福祉協議会活動の支援

実施活動

学区社協役員研修の強化

住民との交流・懇談会の実施

広報活動の強化

参加型活動の充実

22 
訪問型活動の充実

生活支緩活動の企画

モデル事業の実施

財政支緩の改善

ボランティアの育成と個人参加の促進

福祉1佳進員の設置の促進.活動の充実

学区社協の活動交流の実施

学区社協組織の強化

関係機関・施設・団体との連係

*優先度は高いものから S→A→B→C

東山区地繊福組活動計画実施計画 の順となっています。

優先度 対 象 推進体制
15 16 

S 
学区社協

区社協が企画・実施 ;J.f施 =今

役員 ・リーダー

S 学区住民
区祉協が企画

完結 => 
学区社協が開催

S 学区住民
学区社協が発行

検討 二1$施
区社協が情報提供

B 対1I!0，1主 学区祉協で企画1・:M施 検討 司

ト一一一ー

B 対象住民 学区祉協で企価 ・実施 検IN =争

C 対"s!ι住民 区 学区社協で研究・企画 検討 => 

B 学区祉協
学区祉協が企曲1・実施

検討 =今
区祉協が実範支援

A 学区祉協 区位協で改法案立総 実施 述成

C 学区住民
区祉協が区域で~hÎ!i

実施 => 
学区祉協が学区域で:足踏

B 
学区祉協

区学区社協IlIJで個別協議 検討 実施
福祉推進n

A 
学区祉協

1':祉協が企画 ・実施 実施 =今
役員 ・リーグー

B 学区祉協
学区祉協が尖施

検討 :M施
区社協が実施主俊

C 学区祉協
学区祉協が実施

検討 災地
区祉協が英雄主俊

年次計画

17 18 

=今 =今

司 =会

=争 =事

実施 司

実施 z今

=今 'Jlo在

実施 司

=今 => 

=今 =会

ニ今 司

=> 司

=今 =今

優先度は11寺間的なもの，内容等を総合

的に考慮したう えで設定しています。

達成目標
19 

=争
全区共通を年 3回開催

学区ごとを年 2回開催

司 学区ごとに年4回開催

=今
全学区発行

年間 4回発行

司
参加者へのな向把鑑
参加者のグループ化

=> 対象者の;J.fll!H巴胞と記鍛の般的1

=> 活動車例錦町作成

=今 計画期/IIJ内で5学区程度指定

新実施製綱の作成

=争
学区社協:lJq控へ個人ポランティアが

日常的に怠加

司
研修会は年IIIJ2回程度開俄
全学区での設也の促進

司 年間 l回IJ¥J附

=今
事業評価の鍬立事務局機能の確立I

部会等の設置t

=> 
共同事業(まつり，学習会他)の;l&
施

」 一一



tO 
cn 

ボランティア活動，福祉教育の推進

実施活動 優先度

ボフンァィア育成の強化
S 

〈スクール・入門講座の充実〉
一一一

ボランティア関連の情報活動の強化 S 

教育機関等との連携による福祉教
S 

育・体験プログラムの企画・実施

活動機会の提供・開発 B 

情報誌の充実 A 

施設・当事者グループとの連携 B 
一 一一一 一一一一一←一一 一

ボランティアグループ連絡会の開催 B 

ボランティアグループ・学区社協活動
B 

交流会の開催
一 一 一一一一一一一 一ー トー

活動への朗成，朗成情報の提供 B 
一白ム十一一一一一

機材の整備.活動拠点の確保 C 
一l…，-"...・- 一 一一一一一一 一・-】

青少年ボランティア懇談会の開催 B 

対象 推進体制

一般住民 区社協が企画・実施

ー一一一

一般住民 区社協が実施

学校 区社協が関係機関等

児童・生徒 と実施

一般住民 区祉協が実施

卜ー一一一 一一一『一一一一一一一 -------ーー -

全世帯 区社協が発行

一一 一一一一一一一一一一一一

ボランティアグトプ
区社協が実施

関係施設
←一一一一一 一 一 ----- 一一一一

ボランティアグトプ
区社協が開催
ボランティアグループ聞が交流

ボランティアグlトプ 区社協が企画・開催
学区社協 ボランティアグトプ・学区社協が交流
一 一 一 一 一 一 一 一 守一 一一 一一ー

ボランティアグトプ 区祉協が実施

市一一一

ボランティアグトプ 区社協が実施

一一一一一一一一' 一一一一一←一一一

青少年ボランティア
区社協が企画・開催
青少年ボランティアが交流

年次計画
達成目標

15 16 17 18 19 

実施 =今 =今 =今 =争 年 間 2回程度開催

ト一 一一一一一一一 一 一---ーーー--

実施 =争 =今 =キ =今
活動紹介パンフレットの作成，隔年更新

掲学示校板の拠ご点とへのの設置プログラム司司"田守凶 一一一トー一一 一一一

実施 =今 =今 =今 =今

の開発・実施

検討 =今 実施 =今 =今 活動プログラムの開発

「一一 一 一一ト 一一

実施 達成 年間3固定期発行

一一一一一 一一一円一一一 一一一一 一一 回副

検討 実施 =今 =今 =今 実態調査・懇談の定期実施

-← 一 一 一一

検討 実施 =今 =今 司 年間 2回開催

卜一 十一一一一一一

検討 =今 実施 =今 =今 年間 1回開催

ー._-ーー--

実施 =今 =今 =今 =今
ボランティアグループの活動資金の
充実

検討 実施 =今 =今 =今
ボランティアグループの活動環境の
充実

検討 実施 =今 =今 =今 年間 2回開催



CD 
-:J 

当事者活動の支援・組織化

実施活動

当事者の生活問題の把握と共有の

促進

子育てサークルの支援・子育てサロン

活動の企画

障害者の地鼠参加の促進

精神障害者・家族の組織化の支援

介護者の会の自主運営の促進

優先度

S 

B 

B 

B 

B 

対象 推進体制

当事者
区社協が実施

関係団体と協力

子育て世帯
区社協が企画・実施

福祉事務所・保健所と協力

障害者世帯
区社協が企画・実施

関係団体と協力

精神障害者世帯
区社協が企画・実施

保健所・作業所と協力

介護者の会
介護者の会が運営

区社協が運営支援

年次計画
達成目標

15 16 17 18 19 

検討 実施 =今 =今 =今
実態調査の実施

懇談・広報を通じた共有

検討 =今 実施 =今 =今
学習会・イベントの開催

子育て世帯の組織化

検討 司 実施 =今 =今
サロン活動の企画・実施

支援ボランティアの養成

検討 =今 実施 =今 =今 精神障害者世帯の組織化

検討 実施 =今 =今 =今
会員の増強

介護OBの運営参画



c.o 
00 

地域 福祉 ネットワークづくりの推進

実施活動 優先度

福祉のまちづくり推進懇談会の設置
S 

〈行政との連携強化〉

子育て支援ネットワークの推進 S 

共同作業所連絡会の設置・運曽 B 

障害者支援ネットワークの推進 A 

こころのふれあいネットワークとの連携 B 

在宅介護支援センタ一連絡会との連携 B 

老人クラブ・老人福祉センター・いこい
B 

の家との連携

小地鼠福祉ネットワークの企画・推進 B 

政策の提言 C 

地域福祉権利擁護事業の推進 C 

対象

一般住民

子育て世帯

共同作業所

障害者

精神障害者

要援護高齢者

高齢者

対象住民

一般住民

対象住民

推進体制
15 

区社協・区役所で企
実施

画・実施

区社協・子ども支援センタ
実施

ーの連携で企画・実施

区社協が開催 検討

区社協と障害児者デイ銭湯実
実施

行委員会で企画・実施

区社協と保健所の連携 検討

在宅介護支援センタ一連絡会
実施

と区社協が協力

区社協と関係団体・施設で企
検討

画・実施

区社協が企画・実施
検討

学区祉協・学区民協等との協力

区社協が実施
検討

関係機関・団体・施設との協力
回一一一 一一-_..-一一一

市・区社協が連携実施 実施

年次計画
達成目標

16 17 18 19 

=今 =今 =今 =今
日常的な協議・連携

役割分担による事業の実施

子育て問題に対し，迅速・適切
=争 =今 =今 =今

に対応できる協力体勢

実施 =今 =今 =今 年間 2回開催

=今 =今 =争 =今
障害児者デイ銭湯事業からの発展に

よる新規の生活支援活動の開発

=今 実施 =今 =今
年間 1回程度の講座・作品展の開催
サロン活動の企画

=今 =争 =今 =今
隔月程度連絡会に参画し，地域福祉

活動の状況等の意見交流

=今 実施 =争 =今 区域・学区域での共同事業の実施

実施 =今 =今 =今 地域での見守り体制の確立

=今 =今 実施 =今
活動計画期間内に住民の福祉要望の

取りまとめと行政等への提起・提案
一一一._，-川町一一一 剛一一一.........。………. "…・ーー一一一一一 ω

=今 =今 =今 =今
区社協を中核とする市社協・地域社
会資源のコーディネート体制の確立



~ 
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情報活動の強化

実施活動

保健福祉に関する相談機関情報集

の発行

広報紙の充実

一 一
インターネットの活用

情報提供手段の工夫・強化

生活意識・実態調査の実施

ト一一一一一ω一一一一回 一一一一

相識対応

優先度 対象 推進体制

S 一般住民
区社協が関係機関と

の協力で実施

A 一般住民 区祉協が実施

B 一般住民 区社協が実施

B 一般住民 区社協が実施

C 一般住民
区社協が関係機関の協力で企

画・実施

B 一般住民
区社協が実施

関係機関と連携

年次計画
達成目標

15 16 17 18 19 

実施 =今 =今 =今 =今 情報集の全世帯発行

実施 達成
広報紙『ひがしやまJの年間 2固定

期発行

検討 実施 =今 =今 =キ
専門ボランティアの募集・養成

毎月 1回程度，内容の更新

検討 実施 =今 =今 =今 掲示板の設置の促進

検討 =今 実施 =今 =今
実態調査の実施・分析及び地域福祉
活動への反映

実施 =今 =今 =今 =今
記録の整備

適切なサービス・情報の提供



組織の強化・拠点の確保・財政の安定

H
C
C
 

実施活動 優先度 対 象 推進体制
年次計画

達成目標
15 16 17 18 19 

役員研修の強化 S 区社協役員
役員・事務局で企

実施 =今 =今 =今 =今
年間 4回自主開催

画・実施 外部研修へ年間複数回参加

担当理事制度の検討 C 区社協役員 役員・事務局で検討 検討 =今 =今 実施 =今 活動計画実施期間内に報告書作成

監事会の活性化 A 区社協 監事・事務局で実施 実施 =今 =今 =今 =今 年間 4回実施

国--

一般会員加入の促進 B 
民間事業所，ボランティ7グル』

事務局で実施 検討 =今 実施 =今 =今
諸規程の改正

プ，当事者蹴等 訪問看護st，'n~1{7n-7'，当事者繊の会員加入
一一一一 一回】 ト一一一一一一ト一一…一一一“一一一一 "“ 一一 一…一一一一一_~p"H"，一一四一 町田 H一一一一・四一』ーー一一 …一

苦情解決の准進 B 一般住民 事務局で実施 検討 実施 =今 =今 =今
広報紙・インタ}ネット上での周知及びEメ

ール等を活用した対応，法人運営への反映

語吾福祉センター整備に向けた調査・
A 京都市行政

役員・事務局で企画・実施
実施 =今 =今 =今 =今 京都市関係部局への要望・提言

研究・運動 区行政・関係機関等と連携

自主財源(賢助会員・共同募金配分金〉
B 一般住民

学区社協・事務局で実施
検討 実施 =今 =今 =今

世帯加入率の向上・法人会員の増強

の増強 共同募金会と連携 共同募金会地区支会との懇談の開催

民間助成制度の活用 B 区・学区社協 区社協・学区社協で実施 検討 =今 実施 司 =今 活動計画主要事業への申請・導入

ト一一一一一…一一一一一一一一一 …一一一一ト_.-..-一一一ト一一一一一…則一一一白山間一一叩 ト---- "一一 一一一"一一一

既害事業の見直し B 区・学区社協 区社協・学区祉協で実施 検討 実施 =今 =今 =今 既存事業の改廃

トー一一一ω 一一←

情報の公開・透明性の確保 A 一般住民 事務局で実施 検討 実施 =今 =今 =今
公開ルールの作成

住民の閲覧・複写の提供



VII.計画の進行管理

1 活動計函の普及

活動計画は，大きく次の方法により東山区民並びに地域福祉にかかわる関係者に幅

広く普及させ，理解の促進を図っていきます。

『笛及版 (ダイジェスト版〉の作成・配布』

活動計函の策定後，すみやかに普及版の作成に着手し，全世帯配布を目途に広

く区民の方への周知を図ります。

『研修会 ・シンポジウム ・懇説会等の開催による普及・宣伝』

幅広い住民の方への広報 ・啓発を図るとともに，参加者からの生の声を聞く機

会として研修会やシンポジウム，懇談会等を開催します。

『広報紙 ・ホームヘージでの広報』

情報の公開もあわせ，広報紙「ひがしやまJ.ホームページに計画の概要を掲

載します。

2.活動計画の進行状況の評価・点検

活動計画を着実に遂行するとともに，定期的に進行状況の評価 ・点検を行し、ながら

内容の充実を図ります。計画期間内で、実施活動の状況が低調なもの，達成目様に至ら

ないと予怨されるものについては，随時見直しをすすめ，その他の活動を重点的に行

ったり，次期計画以降への継続~UlJi'.i'jへと踏襲したりするなど，計画の効率的 ・ 合理的

な進行に努めます。

そのための手法は，次のとおりです。

『活動計画経進チームの編成』

i並行管理を行うと ともに，達成状況への助言や意見具申を行い，計画の評価 ・
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分析にあたる推進チームを編成します。

最低年間 3回程度(年度当初・半期・年度末)のチームによる協議の場をもち，

その議論を踏まえて「管理表」を作成します。チームの編成は，役職員 ・関係者 ・

住民などを含めての構成とします。

『活動計画遂行管理表の作成』

活動計画に盛り込んだ実施活動及びその達成状況に対して，年度ごとに当初 ・

半期・年度末時におけるそれぞれの進行状況を明らかにするための管理表を作成

します。この管理表をもとに円滑 ・着実な取組みをすすめます。

管理表の試案は，次のとおりです。

「進行管理表J(試案)

年次計画 0年度 0年度 0年度 次年度への
実施活動

15 [16 [17 [ 18 [ J9 
当初]目標 上半期i並行状況 達成状況 課題

『役員会等による進行管理』

理事会 ・監事会 ・評議員会，部会 ・委員会，学区社会福祉協議会会長会など機

関会議等において，進行状況の報告 ・管理 ・評価を行い，意見を聴取のうえ，計

画の充実及び役職員の一体性の保持を図ります。
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VIII. 関係資料

東山区地域福祉活動計画策定経過

年月日 会議等の名称 主な内容

平成 13年 第 1回 o講演「地域福祉活動計画とは」

12月 6日 策定委員会 講師青白谷大学村井龍治教授

。経過報告

。委員委嘱，正副委員長の選任

。地域福祉活動計画の概要

o策定までのタイムスケジューノレ

o意見交流

平成 13年 第 I回 く〉必要資料の確認，今後の作業内容の確認

12月 28日 事務局会議 o計画の目次[七

平成 14年 第 2回 。東山区社協事業の現状把握

1月 24日 事務局会議 o区祉協の基彼強化に関する現状把握

平成 14年 第 3回 。区祉協の基盤強化に関する現状把握

2月 7日 事務局会議 o学区祉協活動に関する現状把握

平成 14年 第 4回 o学区祉協活動に関する現状把握

2月 18日 事務局会議 。ボラ ンティ ア活動に関する現状把握

平成 14年 第 5回 oボラ ンティア活動に関する現状把握

3月 15日 事務局会議 。福祉サービスに関する現状把握

平成 14年 第 6回 く〉地域福祉ネ y トワークに関する現状把握

3月 22日 事務局会議 。情報提供に関する現状把握

平成 14年 第 7回 。当事者組織の育成に関する現状把握

4月 30日 事務局会議 。相談事業に関する現状把援

o評価シ只テムに関する現状把握

平成 14年 第 8回 。地械f高祉活動をすすめるにあたっての重要な

5月 10日 事務局会議 3つの視点を設定

「幅広い住民層が地域福祉活動へ参画できるよ

うに. !官報や学びあう揚の提供をすすめるJ
「地域の福祉問題を解決するためには，関係機

関やボランティア，施設などとの協働シλテ

ムが必婆J
「当事者の組織化を図ったり，福祉サービスの

実践を通じ自立を支援するなど，住民の権利

を機能する取組みをすすめる」

平成 14年 第 1回 。東山区の地域福祉活動の現状

5月 16日 作業部会 。地域福祉活動計画の方向性，今後の検討課

題・作業日程の確認、

平成 14年 第 2回 o学区社協の成立過程から現在までの変容

6月 27日 作業部会 く〉学区祉協に求められるもの

平成 14年 第 3回 く〉学区社協活ifvJの充実に向けての課題

7月 16日 作業部会 。学区レベノレでの子育て支援活動や障害者 ・高

齢者の自立 ・社会参加の促進
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年月日

平成 14年

8月 7日

平成 14年

8月8日

会議等の名称

第 9回

事務局会議

第4回

作業部会

平成 14年 第 5回

8月 22日 作業部会

平成 14年 第 10回

9月 19日 事務局会議

平成 14年 第 6回

9月 24日 作業部会

ロH

ロH
一

年

8
一
年
出

M
月一

u一
月

成
日
一
成
叩

平

一

平

平成 14年

11月 29日

平成 14年

12月 10日

議

議

会
A

一
ム
一
品

回
局
一
回
局

l
務一

2
務

U
事
一
山
事

第

一

第

ム一品

会

一

員

部

一

委

回
業
一
固
定

7
作一

2
策

第

一

第

主な内容

く〉福祉活動における「住民参加Jとは?

。住民参加における学区社協活動・ボランティ

ア活動・当事者活動

く〉ボランティア活動をめぐる現状と社協ボラン

ティアセンターを取巻く状況

く〉東山区でのボランティア活動，福祉教育の取

組みについて

く〉ボランティア活動，福祉教育の充実に向けて

0当事者組織の育成・支援

く〉住民の福祉活動への「参加」とは?

く〉社協が福祉サービス・生活支援活動を手がけ

る意義について

く〉ネットワークの目的とは?

。関係行政機関からの報告・助言

「制度・施策の状況・社協への期待J

保健所健康づくり推進課

指導係:贋部係長

福祉事務所

支援係:白津係長

長寿社会課:熊谷係長

。社協が行う相談援助，情報提供

く〉今後の作業日程の確認

。現状と課題(素案)

く〉基本目標・基本計画・実施計画(素案)

く〉次回委員会の内容・研修会の内容

。現状と課題(素案)

。基本目標・基本計画・実施計画(素案)

。講演「策定作業から見えてきた東山区の地域

福祉活動の課題と展望J

講 師 龍 谷 大 学 村 井 龍 治 教 授

く〉中間報告

。基本計画修正

く〉重点活動のしぼりこみ

く〉重点活動の確定

。実施計画の確定

。作業経過報告

。最終報告承認

平成 14年 |第 13回

12月 26日 | 事務局会議

平成 15年 |第 14回

1月 21日 | 事務局会議

平成 15年 |第 3回

3月 3日 | 策定委員会

*第 1回・第2回策定委員会は開催に先立ち，策定委員並びに東山区社協役員(理事・監事・

評議員・参事)を対象として講演会を開催。

*作業部会は策定委員のなかから 4名を指名し，学識経験者・事務局職員とともに活動に焦

点をあて検討を重ねる。

*事務局会議は学識経験者・事務局職員にて，活動計画策定全般にわたる作業・検討・文章作

成を行う。
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社会福祉法人京都市東山区社会福祉協議会

地I或福祉活動計商策定委員会設置要綱

(目 的)

第 1粂 この委員会は，京都市東山区における地域住民の高まる福ネ止ニーズや福祉課

題に応えるとともに，地域福祉推進のための京都市東山区社会福祉協議会(以

下， r本会J)地域福祉活動計画(以下， r計画J)を策定することを目的に設置

する。

(委員)

第 2条 委員会の委員は，次に掲げるもののなかから構成し，本会会長が委嘱する。

( 1) ;本会役員

( 2 )行政関係者

( 3)学識経験者

( 4)その他本会会長が指名する者

2 委員の任期は，委嘱の日から官十画策定日までとする。

3 補欠により就任した委員の任期1;1:，前任者の残任期間とする。

(役 員)

第 3条 委員会に委員長 1名，副委員長 2名を置き，委員の互選により選出する。

2 委員長は会議を招集するとともに，委員会を代表し，会務を統括する。

3 副委員長は委員長を補佐し，会長に事故あるときはその職務を代行する。

(作業部会)

第4条 委員会の研究作業を円滑に進めるため，作業部会を設置することとする。

2 作業部会は，委員長が指名する者にて構成する。
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(事務局)

第 5条 委員会に関する庶務を処理するため事務局を置く 。

2 事務局は，本会事務局職員にて構成する。

(その他)

第 6条 委員会は必要があると認、めたときは，委員以外の者を参加させ，意見を求め

ることがで、きる。

(繍員1])

第 7条 この設置要綱に定めるもののほか必要な事項は，会長が別に定める。

mt員1])

この要綱は，平成 13年 11月初日より施行する。
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役 職

委 員長

副委員長

委 員

(委員・作業部会員)

(委員・作業部会員)

(委員・作業部会員)

(委員・作業部会員)

役 職

事務局

くアシスタント〉

地域福祉活動計画策定委員会

委員名簿

氏 名 所 属

津田東一郎 東山区社会福祉協議会会長・共同募金会東山地区支会副支会長

石居 志郎 東山区社会福祉協議会副会長・東山医師会長
一 一一一一一

村井 龍治 学識経験者・龍谷大学社会学部臨床福祉学科教授

植村 一彦 東山区社会福祉協議会理事・粟田社会福祉協議会会長
一一一一一

堀 イ二郎 東山区社会福祉協議会理事・一橋社会福祉協議会会長

木ノ下 暁 東山区社会福祉協議会理事・養護老人ホーム洛東園園長

く前任〉菱田 勲 前東山区社会福祉協議会理事・社会福祉法人洛東園常務理事

山本 幸彦 東山区社会福祉協議会理事・東山区老人クラプ連合会会長
一一一ー….~...・一一一一一一回一

野間 克博 東山区社会福祉協議会理事・東山区福祉部長
一一一一一…叫……一一一一一一四・.n_，~.…一一一 一

く前任〉今城孝男 前東山区社会福祉協議会理事・東山区福祉部長
一_........._......n...__...__._____.__一一一一一一一一一

森本 好子 東山区社会福祉協議会評議員・貞教社会福祉協議会会長

高宮 郁子 東山区社会福祉協議会評議員・なづな学園園長

植木 正義 東山区社会福祉協議会評議員・東山区身体障害者団体連合会会長
“一一一一一…ー

西村 光男 東山区社会福祉協議会評議員・東山区保健部次長
目伸一一一一ー一一一一一一一一一…………………叫…………_....._-

く前任〉竹口 行男 前東山区社会福祉協議会評議員・東山区保健部次長

吉津 秀則 学識経験者・社会福祉法人小松谷福祉会理事長

折田 孝一 会長指名・新道社会福祉協議会副会長・新道民生児童委員協議会副会長

松永 洋子 会長指名・東山区民生児童委員会副会長

木村 信夫 前東山区社会福祉協議会評議員・修道社会福祉協議会会長

今村 寿子 会長指名・一橋社会福祉協議会副会長
一一一一四国一一一

梶宏 会長指名・東山区介護者の会『つくしJ世話こ函人代表寸
く前任〉広瀬節子 会長指名・前東山区介護者の会「つくしj世話人代表

小森敦子 会長指名・ボランティアグループ「ありん

松永 俊治 会長指名・立命館大学ボランティアコーディネーター養成プログラム修了生

地域福祉活動計画策定委員会事務局

氏 名 所 属

藤川 雅雄 東山区社会福祉協議会事務局長

く前任〉古村聴 前東山区社会福祉協議会事務局長

宮本 昭宏 東山区社会福祉協議会主任

上野 正則 東山区社会福祉協議会主事

柴田 友佳 龍谷大学社会学部地域福祉学科 3回生
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ゆ 京都市東山区社会福祉協議会

干605-0875
京都市東山区渋谷通本町東入4丁目鐘鋳町415番地の4

TEL.<O 7 5) 551-4849 FAX (Q 75) 551-4858 
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